
平成２３年度水道事業評価一覧表（中間評価）

1-1
県水受水
の安定化

1-1-1
県水受水安定化事
業

浄水課 　埼玉県から購入する原水が、渇水
期でも安定的に受水できるよう、埼
玉県との連携を強化します。

1,403,444 Ｂ

水道事業評価シート クリック→ 1-1-1　県水受水安定化事業

ローリングシート クリック→ 1-1-1　県水受水安定化事業

1-2
自己水源
の安定化

1-2-1
自己水源整備事業

浄水課 　上青木、神根、新郷、横曽根の4浄
水場に点在する30本の取水井の改
良、掘替を行ない、自己水源（地下
水取水）施設の保全と安定的な確保
を図ります。

32,550 Ｂ

水道事業評価シート クリック→ 1-2-1　自己水源整備事業

ローリングシート クリック→ 1-2-1　自己水源整備事業

1-3-1
配水設備保全事業

浄水課 　浄水場内のポンプ・モーターなど、
安定した配水に必要な設備を年次計
画に基づき更新します。

2,818 Ｂ より低いコストで成果があげら
れ、当初予算や予定の範囲で
仕様書の工夫など予算の効率
化を検討していく。

水道事業評価シート クリック→ 1-3-1　配水設備保全事業

ローリングシート クリック→ 1-3-1　配水設備保全事業

1-3-2
配水管布設事業

施設課 　安定した配水量を提供するため、
区画整理地区などに新たな配水管
を、耐震管に整備していきます。

228,981 Ｂ 事業予定箇所において他企業
者と調整を図り、工事の競合を
抑制する。

水道事業評価シート クリック→ 1-3-2　配水管布設事業

ローリングシート クリック→ 1-3-2　配水管布設事業

中間評価【平成23年4月～平成23年9月までの達成目標（お客様とのお約束事項）の到達状況及び目標変更の概要】

①配水設備更新計画や配水設
備保全計画を策定する中で配
水塔の無い鳩ケ谷浄水場も含
めた事業執行する優先順位の
確認と低いコストで成果を上げ
るための研究を行っていく。
②オーバーホール作業期間を
最短で行うことで市内への配水
に不足が生じないよう、工事実
施計画を策定する。策定する配
水設備更新計画を職員が主体
的に行動できるよう情報の共有
化を図る

平成26年度以降、水中ポンプ
のみで配水している鳩ヶ谷浄水
場分のポンプ補修工事を繰り上
げて実施。

平成24年度から
（通常分）
施設修繕6,000→8,400
電気機械修繕　14,000→11,600
（合併に伴う分）
施設修繕　500千円
電気機械修繕　1,500千円

①工事個所の効率的な執行方
法を検討し、区画整理地区など
に新たな配水管約5.9ｋｍを耐
震管で整備します。
②平成24年度予算要求に当
たっては、適時適切な工事積算
単価に更新するほか、拡張工
事における仮設および撤去費
用を見込むなど、設計金額の
適格性をさらに向上させます。
③事業3-3-1「配水管基幹ブ
ロック化事業」を含めた総合的
な拡張事業実施計画を策定し
ます。

①執行計画の中で予定路線に
おいて、関係機関等と調整を図
り効率的な事業を進めることに
より、配水管約5.9ｋｍの整備が
完了し、安全に配水されている
状態。
②平成24年度予算要求に当
たっては、適時適切な工事積算
単価に更新するほか、拡張工
事における仮設および撤去費
用を見込むなど、設計金額の
適格性を向上できた状態。
③事業3-3-1「配水管基幹ブ
ロック化事業」を含めた総合的
な拡張事業実施計画を策定し
アクアプラン第２期中期経営計
画に融合された状態。

485,216 ①予定路線のうち、約４．８ｋｍ
を執行、執行率は予算延長
ベースで約８２％執行済み。
　未執行分は区画整理事業施
行者等と調整を図り効率的に執
行する。
②概ね個々の現場状況に整合
した設計ができた。
③拡張事業実施計画策定の検
討。

①他企業者との協議・調整内容
等の情報を共有し、適切な事業
執行、工程管理に努める。
②現場条件に整合した設計書
作成の継続。
③拡張事業実施計画策定方針
の検討を継続する。

工事のみ
平成24年度
(通常分）5.6㎞
521,885千円
（合併に伴う分）1.0㎞
95,092千円
計6.6㎞

平成25年度
(通常分）5.5㎞
539,208千円
（合併に伴う分）1.1㎞
93,650千円
計6.6㎞

安定的に受水するためには、精
度の高い水需要予測が必要で
あることから、その方法につい
て検討・検証し、精度の向上を
目指します。
今年度の酷暑による影響などを
踏まえ、渇水期においても安定
的に水量を確保し配水出来る
様、渇水期における対応方法に
ついて渇水対策プロジェクト
チームと連携し検討します。

平成24年度
(通常分）
49,720,000㎥→51,902,400㎥
3,366,857千円

（合併に伴う分）
4,837,000㎥
313,772千円
計56,739,400㎥
3,680,629千円
*事業統合用に積算した過去10
年間実績（平成13~平成22年度
末）による水需要予測を根拠と
する
*県水受水率は86.1％

①平時から行っている井戸水
位監視の状況から、井戸全体
の健全性をモニタリングを実施
する。
②神根浄水場1号井の掘替を
行い、自己水源の保全と安定
的な確保を図ります。
③取水井（上青木5号、神根3
号）の内部調査を行い、井戸内
部の現状を把握することによ
り、綿密な維持管理を目指す。

①平時から行っている井戸水
位監視の状況から、井戸全体
の健全性をモニタリングできた
状態。
②井戸全体の最適性を達成で
きるよう神根浄水場1号井の掘
替が完了していて、自己水源の
保全と安定的な確保が図れて
いる状態。
③取水井（上青木5号、神根3
号）の内部調査を行い、井戸内
部の現状を把握することによ
り、綿密な維持管理ができた状
態。

53,000 ①井戸のモニタリングについて
は、4月と8月に静動水位及び
揚水量の測定を実施。
②神根1号井の掘替を設計書
のとおり工期内に完成した。
③取水井内部調査について
は、発注時期の調整を行ってい
る。
④前年度繰越の上青木9号井
の掘替工事を継続している。

自主水源の合理的な維持管理
を検討する中で当初計画や予
定よりも優れた代替方法を検討
していく。

①下半期についても、計画的に
静動水位及び揚水量の測定を2
回実施する。
②掘替後の揚水量㎥/h・運転
電流値・電圧等、保全データを
基に今後の掘替方法を検討す
る。
③取水井内部調査を実施し、内
部状況を把握し、今後の掘替計
画に反映する。
④上青木9号井の掘替工事を
完了する。

平成22年度にカメラ調査を実
施、予備の上青木3号井は、使
用に問題がないため、平成26
年度の掘替工事を実施、予備
から通常使用に変更認可を予
定する

1
安定した
給水

衛生的で安
定した生活
を送ってい
ただけるよ
う、安定した
水量を、24
時間途切れ
ることなくお
届けします。

総配水量の減少傾向に伴う県
水受水量の予測数量を的確に
把握し、県企業局との連携を綿
密にし、安定した受水を、年間
を通じて継続します。

総配水量の減少傾向に伴う県
水受水量の予測数量を的確に
把握し、県企業局との継続的な
協議を行いつつ、安定した受水
を、年間を通じて継続できた状
態。

3,283,574

現状把握 改善目標

　県企業局とは、主に以下の2
点について重点的に協議を行
い、事故なく県水を受水し、安
定した水量を確保することが出
来た。
①水需要の見直し・再検討にと
もない、県水契約量の増量につ
いて協議を行い、313,497㎥増
量をした。
②東日本大震災に伴う夏期節
電のため、県企業局より昼間の
受水量の減量の要請を受けた
ことから、浄配水場の運転を工
夫し、この要請に答えた。

水需要の予測に関して、局内各
課室との調整連携をさらに深化
し、様々な意見を集約しつつ、
意思決定に係る時間を短縮す
る。

1-3
水量の安
定化

①各浄配水場の配水設備更新
に係る年次計画を策定する。
②工事施工範囲、施工内容、
工事期間、工事費用等の精査
を重点確認事項として、課全体
で検証を行い、工事発注に対
する仕様の検討、予算の積算
は、予算不足や流充用を発生
させない、効果的かつ効率的な
工事執行とするとともに、目的
達成に必要な情報を共有し組
織で成果をあげる体制によっ
て、南平配水場配水ポンプ3台
のポンプ・モーターのオーバー
ホールを行います。

①各浄配水場の配水設備更新
に係る年次計画が策定された
状態。
②南平配水場の配水ポンプ3台
のポンプ及びモーターのオー
バーホールを完了させ、期待ど
おりの性能が発揮されている状
態。

22,100 ①配水設備更新に係る年次計
画は鳩ケ谷浄水場を含めて検
討した結果、耐用年数の過ぎた
機器については更新を行い、耐
用年数に至っていない機器に
ついてはオーバーホールを適
切に行う。また、鳩ケ谷浄水場
を含めて優先順位に基づき事
業調書の見直しを行った。
②南平配水場の配水ポンプ及
びモーターのオーバーホール工
事の発注に向けて自主設計を
行っている。

事前評価【平成23年度事業の目標】

政策名称 政策内容 施策名称 事 業 名 主務課 下半期取組

ローリングによる
目標変更

（平成24年度以降の変更も含
む）

事業目的 目標【単年度】 成果指標
予算額
（千円）

事業
進捗
度

執行額
(千円）

http://www.water-kawaguchi.jp/object/c1-1-1H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/c1-2-1H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/c1-3-1H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/c1-3-2H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/R1-1-1H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/R1-2-1H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/R1-3-1H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/R1-3-2H23.pdf


平成２３年度水道事業評価一覧表（中間評価）

現状把握 改善目標政策名称 政策内容 施策名称 事 業 名 主務課 下半期取組

ローリングによる
目標変更

（平成24年度以降の変更も含
む）

事業目的 目標【単年度】 成果指標
予算額
（千円）

事業
進捗
度

執行額
(千円）

2
安全性の
確保

2-1-1
水質検査安定事業

浄水課 　自動水質監視装置を設置し24時間
連続的に水質監視を行います。ま
た、水質検査の精度と信頼性を確保
し続けるため、川口市及び埼玉県の
水質管理計画に基づき、水道法20
条の要件を満たす検査機関に対し
水質検査を依頼するとともに、緊急
性の高い検査は、迅速に対処しま
す。さらに、「水安全計画」を策定し、
総合的な水質管理を行います。

9,642 Ｂ より低いコストで成果をあげる
工夫を施し、予定以上の費用対
効果を出せるよう水質モニター
装置の更新を行う。

水道事業評価シート クリック→ 2-1-1　水質検査安定事業

ローリングシート クリック→ 2-1-1　水質検査安定事業

2-1-2
貯水槽水道適正管
理促進事業

給水管理
課

　貯水槽水道設置者が管理責任を
果たすために必要となる、貯水槽水
道に関する問い合わせや相談、給水
栓（蛇口）における色・濁り・臭い・味・
残留塩素測定などの簡易検査、管
理基準・管理方法の指導、清掃業者
や検査機関の紹介などを適切に行
い、水道法に基づく水質の安全管理
指導を徹底します。また、貯水槽水
道設置者へ直接、啓発するための広
報活動を実施します。

154 Ｂ 個別通知発送が終了したので、
ほぼ今年度の事業が終了。電
話、HPの問い合わせ及びアン
ケートの集計と考察、不達便の
今後の処理の検討及び、次年
度の準備に入る。

平成24年度は、未達分ほか、
鳩ヶ谷地区分を実施。鳩ヶ谷地
区分の対象者台帳の整備及び
発送。

平成24年度
（合併に伴う分）
98千円

水道事業評価シート クリック→ 2-1-2　貯水槽水道適正管理促進事業

ローリングシート クリック→ 2-1-2　貯水槽水道適正管理促進事業

2-2-1
老朽配水管（高級鋳
鉄管等）更新事業

施設課 　市内に約17㎞（第2期～第3期）残
る高級鋳鉄管等の老朽管を耐震管
に更新します。

1,060,310 Ｂ 他事業者との協議・調整及び現
地調査等により適切な施工方
法を選択する。

水道事業評価シート クリック→ 2-2-1　老朽配水管（高級鋳鉄管等）更新事業

ローリングシート クリック→ 2-2-1　老朽配水管（高級鋳鉄管等）更新事業

2-2
配水管網
の信頼性
向上

２カ年で当初予定の１０ｔ未満貯
水槽設置者への個別通知の発
送は完了。２４年度に向けて宛
先不明（約２０００件）、有効容
量不明（１３００件余）、１０ｔ以上
の所有者を抽出する。また、合
併後の鳩ヶ谷地区分のリストを
加えた貯水槽台帳の整備を行
い最終年度の準備をおこなって
いく。さらには、課窓口、お客様
センター窓口にもチラシを置き、
より一層の促進をおこなう。

①他企業との競合を避け、工程
管理に余裕のある発注計画
②現地調査等により現状把握
し、設計変更のない計画を継続
する。
③濁り水発生等の事故防止に
関して、バルブの操作時間等の
施工方法、工事の施工体制を
事前に確認する。

平成24年度
(通常分）1.2㎞
489,548千円
（合併に伴う分）1.0㎞
264,364千円
計2.2㎞
平成25年度
(通常分）1.3㎞
448,961千円
（合併に伴う分）0.5㎞
233,223千円
計1.8㎞
平成28年度で当該事業は完了
見込みであったが、鳩ヶ谷地区
分の施工により平成32年度ま
で継続する（鳩ヶ谷地区分石綿
管は平成24～26年度実施）

①工事を執行する上で、赤水対
策、水量不足等が起きないよう
な施工方法の検討を行い、高
級鋳鉄管を約5.8ｋｍを耐震管
に更新します。
②掘削規制や施工困難性の調
査および関係機関との調整・合
意を、実施設計前に徹底して行
い、変更のない計画執行としま
す。

①新設管と撤去管の同一堀山
を利用することにより施工費の
軽減を図り、高級鋳鉄管の更新
が約5.8ｋｍ完了し、安全に配水
されている状態。
②掘削規制や施工困難性の調
査および関係機関との調整・合
意を、実施設計前に徹底して行
い、変更のない計画執行ができ
た状態。

1,327,187 ①高級鋳鉄管の更新は、約５．
９ｋｍ執行、執行率は予算延長
ベースで約９７％執行済み。
未執行分については１１月まで
に工事発注予定。
②現地調査、関係機関調査を
行い、設計変更がないように計
画。

健康的で安
心した生活
を送ってい
ただけるよ
う、安全な水
質を、24時
間途切れる
ことなくお届
けします。

2-1
水質検査・
監視の徹
底

①水質基準値や機器性能な
ど、水質関連の情報には常に
気を配り、情報収集・分析を積
極的におこなうとともに、残留塩
素計と現場との対比を行うな
ど、水質の確認を丁寧に行う習
慣を徹底する。
②水安全計画策定について、
国、県、その他水道事業体との
情報交換を綿密に行い、鳩ケ
谷市の合併も見据えて、総合
的な水質管理体制について「水
安全計画」策定のプロジェクト
チームが発足し活動します。
③神根浄水場及び新郷浄水場
の水質モニター装置の更新を
行います。
④水道法に基づく、定期検査及
び臨時の水質検査を行いま
す。
⑤福島原発事故において水道
水にかかる放射性物質の測定
を市内4浄配水場で定期的に実
施する。

①水質基準値や機器性能な
ど、水質関連の情報には常に
気を配り、情報収集・分析を積
極的におこなうとともに、残留塩
素計と現場との対比を行うな
ど、水質の確認を丁寧に行う習
慣の徹底が図られた状態。
②水安全計画策定について、
国、県、その他水道事業体との
情報交換を綿密に行い、鳩ケ
谷市の合併も見据えて、総合
的な水質管理体制について「水
安全計画」策定のプロジェクト
チームが発足し活動している状
態。
③神根浄水場及び新郷浄水場
の水質モニター装置の更新が
完了し安定した水質管理体制
が機能している状態。
④水道法に基づく、定期検査及
び臨時の水質検査がすべて基
準値の範囲以内で問題なく終
了できている状態。
⑤福島原発事故において水道
水にかかる放射性物質の測定
を市内4浄配水場で定期的に実
施し、安全性が確認できている
状態。

32,588 ①自動水質監視装置の数値と
実際の水質の確認を行った。
②「水安全計画」を策定するた
めの体制や素案を検討するた
めプロジェクトチームが活動を
始めている。
③神根浄水場及び新郷浄水場
の水質モニター装置の更新は、
現在、入札に向け設計書の作
成中である。
④⑤定期、臨時水質検査及び
放射性物質測定を計画通り実
施している。

①自動水質監視装置の保守管
理を充実することで実際の数値
の精度を向上させる。
②「水安全計画」検討プロジェク
トの進捗を早める。
③神根浄水場、新郷浄水場の
水質モニター更新工事の工期
内での完成を目指す。
④新たに加わる鳩ヶ谷浄水場
や鳩ヶ谷地区を含めた水道法
に基づく定期検査及び臨時の
水質検査が全て基準値内で配
水できるよう自動水質監視装置
の数値と実際の水質確認を行
う。
⑤新たに加わる鳩ヶ谷浄水場も
含め、放射性物質測定を行い
ながら原発事故収束が見込め
ないことから放射性物質につい
て検査を継続する

*放射性物質については、平成
24年度は引き続き実施する。

平成24年度
（通常分）
検査9,908千円→20,209千円
（合併に伴う分）
3,895千円

①平成22年度に実施した貯水
槽水道設置者への個別通知に
よる反響やホームページのアン
ケート調査結果から管理指導
が行える有効な手段を見つけ
る。
②8月までに小規模貯水槽の設
置者4,000人へ、封書による管
理指導通知を発送する。
③新設貯水槽への啓発シール
の貼付を促進する。

①貯水槽水道設置者4,000人へ
の管理指導通知が送付され、
その反響やホームページのア
ンケート調査に多くの設置者か
らの問い合わせや意見があり、
貯水槽水道に関心を持って頂
き、適切な管理指導が行われ
た状態。
②新設貯水槽へ啓発シールを
すべて貼付できた状態。

205 ①７月上旬の個別発送を目標
に、昨年度の実施で生じた問題
点（廃止、名義変更処理）や管
理方法のアドバイスをわかりや
すい文面に変更し、7月11日に
昨年度未発送の１０ｔ未満貯水
槽設置者管理者 2,152人に発
送。職員が電話の応対マニュア
ルを持ち問い合わせに応対中。
HPのアンケートも実施中。ま
た、県生活衛生課との連携をと
り情報提供を行った。

②新規貯水槽設置者（53件…8
月末時点）に対しては、申請時
にステッカーを渡し、検査で確
認を実施継続中。

http://www.water-kawaguchi.jp/object/c2-1-1H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/c2-1-2H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/c2-2-1H231.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/R2-1-1H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/R2-1-2H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/R2-2-1H23.pdf


平成２３年度水道事業評価一覧表（中間評価）

現状把握 改善目標政策名称 政策内容 施策名称 事 業 名 主務課 下半期取組

ローリングによる
目標変更

（平成24年度以降の変更も含
む）

事業目的 目標【単年度】 成果指標
予算額
（千円）

事業
進捗
度

執行額
(千円）

2-2-2
老朽配水管（経年
管）更新事業

施設課 　昭和43年度以降に布設したダクタ
イル鋳鉄管や橋梁管を、老朽度や漏
水状況などの調査に基づき、優先順
位をつけて耐震管に更新します。

233,055 200,655 Ｂ ①経年管の工事執行は約０．７
ｋｍ、執行率は予算延長ベース
で執行済み。
②老朽度、耐震性、重要度等を
総合的に判断した優先順位に
基づき、基幹管路の更新を実施
する。

他企業者と協議・調整及び試掘
結果等により適切な施工方法を
検討する。

クリック→ 2-2-2　老朽配水管(経年管）更新事業

クリック→ 2-2-2　老朽配水管(経年管）更新事業

2-2-3
水質劣化防止事業

給水管理
課

　配水管内の洗浄作業等を計画的
に実施し、水質の劣化を防止しま
す。

5月から6月上旬の梅雨入り前
に南平地区の管内洗浄を行い
ます。また、排水作業と併せて
カメラで管内内部を確認する洗
管作業を早期に芝地区で実施
し、検証を行います。

6,930 Ｂ 課職員全体にこの事業の認識
を深め、これからの作業の体制
を形成する。今年度には、課職
員全員体制にて、自宅待機を
行い危機管理体制を敷くことが
でき、このことにより職員意識も
高まった。

水道事業評価シート クリック→ 2-2-3　水質劣化防止事業

ローリングシート クリック→ 2-2-3　水質劣化防止事業

3
快適性の
向上

利便性の高
い快適な生
活を送って
いただける
よう、十分な
水圧を、24
時間途切れ
ることなくお
届けします。

3-1
浄配水機
能の向上

3-1-1
浄配水場施設機能
強化事業

施設課 　計画期間に予測される耐震性劣化
の進行度に基づき、水道の基幹施設
である浄配水場施設に耐震補強な
どの機能更新を施す工事や場内配
管の耐震化を進めます。

6,247 Ｂ 石神配水場管理棟耐震補強実
施設計委託の受注者と実施内
容を検討し、適切な施工方法を
確認する。

水道事業評価シート クリック→ 3-1-1　浄配水場施設機能強化事業

ローリングシート クリック→ 3-1-1　浄配水場施設機能強化事業

3-1-2
浄配水場施設更新
事業

浄水課 　7浄配水場体制を維持するととも
に、設備の機能を維持するため、計
画期間に予測される機能劣化の進
行度に基づき、場外ポンプ施設を含
めた水圧の安定化に係る機能更新
を行います。

0 Ｂ 浄配水場の運用に支障なく、各
工事が設計書どおり工期内に
完了するため、課題や問題点
が発生した場合は、課内で問題
解決方法を検討する。

上青木浄水場第１配水池の防
水工事は、平成21年度の清掃
時の目視点検により緊急性が
低いことが確認されたため、平
成30年度以降に実施。
石神配水場第1配水池は、平成
26年度の実施に変更。

平成25年度
（合併に伴う分）
次亜注入装置工事　　20,000千
円

水道事業評価シート クリック→ 3-1-2　浄配水場施設更新事業

ローリングシート クリック→ 3-1-2　浄配水場施設更新事業

　施工計画の全体最適性を、課
内・関係課と協議・連携して整
えるとともに、日常点検におい
て検出された課題は課内で検
討し、次の工事を行う。
①上青木浄水場管理棟（Ｂ棟）
東棟外壁改修工事
②新郷浄水場管理棟屋上防水
及び外壁塗装工事
③石神配水場県水次亜注入ポ
ンプ更新工事
④横曽根浄水場無停電電源装
置蓄電池等更新工事
⑤神根浄水場第1配水池ほか
水位計更新工事
　
次年度工事において、予算の
効率性の面から、工事設計段
階から事前に内容を精査し、緊
急性を考慮した上で、課内及び
部内で共有して早期に設計書
を作成し予算要求時までに十
分な検討を行う。

　施工計画の全体最適性を、課
内・関係課と協議・連携して整
えるとともに、日常点検におい
て検出された課題は課内で検
討し、次の工事がすべて完成し
た状態。
①上青木浄水場管理棟（Ｂ棟）
東棟外壁改修工事
②新郷浄水場管理棟屋上防水
及び外壁塗装工事
③石神配水場県水次亜注入ポ
ンプ更新工事
④横曽根浄水場無停電電源装
置蓄電池等更新工事
⑤神根浄水場第1配水池ほか
水位計更新工事
　
次年度工事において、予算の
効率性の面から、工事設計段
階から事前に内容を精査し、緊
急性を考慮した上で、課内及び
部内で共有して早期に設計書
を作成し予算要求時までに十
分な検討ができ、それぞれの機
能が発揮されたり回復できてい
る状態。

49,610 ①上青木浄水場管理棟（Ｂ棟）
東棟外壁改修工事は、建設部
への依頼工事として、建設部担
当者と打ち合わせを行い工事
工程の調整を行った。
②新郷浄水場管理棟屋上防水
及び外壁塗装工事は、建設部
への依頼工事として、建設部担
当者と打ち合わせを行い工事
工程の調整を行った。
③石神配水場県水次亜注入ポ
ンプ更新工事は、石神配水場
の運用計画を確認し、工事実施
時期を決定した。
④横曽根浄水場無停電電源装
置蓄電池等更新工事は、自主
設計を終えて、入札の準備を
行っている。
⑤神根浄水場第1配水池ほか
水位計更新工事は、神根浄水
場の運用計画を確認し工事実
施時期を決定した。

工事監督員が工程管理を確実
に行うことで設計書どおりの工
期内の完成を目指す。
②浄水場内の工事のため、建
設部担当者を通じ請負業者へ
衛生面への配慮について指示
を行う。
③石神配水場の次亜注入ポン
プの容量を決定し、機器の納期
を確実に把握する。
④無停電電源装置の停止期間
を短くすることで電気事故防止
に努める。
⑤神根浄水場の水位計機器の
納期を確実に把握する。

芝地区排水作業において結果
考察を行い、今後のバルブ調
査、設置、洗管工程計画を検討
次年度以降の方向性を検証す
る。洗管作業は、高水準の経験
知が要求され排水計画からバ
ルブの操作一つにとっても微妙
な経験と操作及び、地元住民の
強い協力が得られないと実施で
きない。今後、継続的に進める
には、市全域にわたる排水計画
を立案し局としての方向性を確
立する。

平成23年度に新規実施の洗管
業務委託を検証し、平成24年度
以降継続して実施する。
継続実施するための配水管洗
管計画策定業務委託を平成24
年度に実施

平成24年度
洗管業務　　9,765千円
平成25年度以降
洗管業務　　40,000千円

平成24年度
洗管計画策定業務委託
　　　　　　　　8,925千円

①Ｈ２４年度に石神配水場管理
棟耐震化工事を行うため、Ｈ２３
年度は耐震診断の評定を受
け、その後耐震補強設計の評
定を受けるための委託設計を
発注する。
②予算要求時の金額積算精度
をさらに向上させるため、概算
費の正確性を課として向上させ
ていく。
③課員全員に、予算－設計プ
ロセスにおける差金を縮小する
意識を浸透させていく。

①耐震補強設計の評定を受け
補強案が決定され、Ｈ２４年度
に工事が発注できる状態。
②予算要求時の金額積算精度
をさらに向上させるため、概算
費の正確性を課全体で向上で
きた状態。
③課員全員に、予算－設計プ
ロセスにおけるコストの検証を
行い、縮小する意識が浸透でき
た状態。

7,100 ①当初予定の石神配水場管理
棟耐震補強実施設計委託は執
行済み。
②早期の委託発注等により概
算費の正確性に努めた。
③概算費の正確性向上に対す
る意識改革に努めた。

石神配水場の耐震補強等の施
工方法を検討し、市関係部局と
協議・調整を行い、今後の工事
実施の対応を整える。

平成23年度の設計委託により、
平成24年度施工予定の石神配
水場耐震補強工事は、耐震度
の判断により、施工方法の変
更・施工場所の拡大が必要とな
り平成29年度工事に変更

平成24年度→平成29年度
7,350千円→53,000千円

5月から6月上旬の梅雨入り前
に南平地区の管内洗浄を行
い、また、芝地区において試行
実施した洗管作業の検証が行
われ、今後の計画方針が決定
された状態。

7,403 ①７月７日までに、南平地区の
管内洗浄作業を課職員の７班２
４名の体制をもって終了した。
②9月15日までに、芝地区の洗
管排水作業が地域住民の承知
及び職員体制が整え無事に終
了した。

①工事を執行する上で、赤水対
策、水量不足等が起きないよう
な施工方法について十分検討
を行い、市内配水管のうち、昭
和43年以降に布設された経年
管のうち約0.7ｋｍを耐震管に更
新し、平成24年度に約5ｋｍ更
新するため設計します。
②更新にあたっては、基幹管路
を優先に実施し、医療機関・避
難所等非常時における重要度
の高い箇所から計画し執行しま
す。

①新設管と撤去管の同一堀山
を利用することにより施工費の
軽減を図り、昭和43年以降に布
設された、経年管約0.7ｋｍの更
新が完了し、平成24年度に約5
ｋｍ更新するための設計が完了
されている状態。
②更新にあたって、基幹管路を
優先に実施し、医療機関・避難
所等非常時における重要度の
高い箇所から計画執行できた
状態。

平成24年度
(通常分）5.2㎞
1,286,376千円

平成25年度
(通常分）5.5㎞
1,265,304千円

合併に伴う経年管の布設は、石
綿管を含めた2-2-1の事業を優
先的に実施する。

①更新の優先順位を検討し、工
事施工においては適切な工法
選択により濁り水発生等の事故
防止に努める。
　事故防止に関する作業工法、
施工体制等を事前に確認する。
②老朽度、耐震性、重要度等を
総合的に判断した優先順位に
基づき、基幹管路の更新を継続
的に計画する。

http://www.water-kawaguchi.jp/object/c2-2-2H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/c2-2-3H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/c3-1-1H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/c3-1-2H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/R2-2-2H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/R2-2-3H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/R3-1-1H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/R3-1-2H23.pdf


平成２３年度水道事業評価一覧表（中間評価）

現状把握 改善目標政策名称 政策内容 施策名称 事 業 名 主務課 下半期取組

ローリングによる
目標変更

（平成24年度以降の変更も含
む）

事業目的 目標【単年度】 成果指標
予算額
（千円）

事業
進捗
度

執行額
(千円）

3-2
漏水防止
対策の推
進

3-2-1
漏水調査事業

給水管理
課

　漏水探知システムやその時々の先
端技術を用いて漏水調査を実施し、
早期に修理することにより、水資源
の有効活用を促進するとともに、水
供給に係るエネルギーコストを削減
します。また、配水管等の道路およ
び河川の占用更新手続き、橋梁添
架配水管の塗装等、給配水管の保
全を行います。

356,932 Ｂ

水道事業評価シート クリック→ 3-2-1　漏水調査事業

ローリングシート クリック→ 3-2-1　漏水調査事業

3-2-2
給水管切替事業

給水管理
課

　配水管から水道メーター（官民境界
から２m以内）まで部分について、新
たに布設する配水管及び老朽化した
配水管の布設替えに伴い、これらに
接続する給水管（ステンレス鋼管）の
布設を、水道局が行います。

100,565 Ｂ 配水管工事の進捗にもとづき、
状況の把握を職員間でも可視
化する。
切替え工事、調整の担当を設
け、施設課との調整、請負業者
との調整、進捗ファイルを明確
に設置する。

平成24年度
(通常分）給水管切替500件
（合併に伴う分）140件

平成25年度
(通常分）給水管切替500件
（合併に伴う分）140件

水道事業評価シート クリック→ 3-2-2　給水管切替事業

ローリングシート クリック→ 3-2-2　給水管切替事業

3-2-3
私道内給水管布設
替整備補助事業
(平成２４年度まで)

給水管理
課

　老朽化した給水管による出水不良
及び漏水を解消し、給水の安定と配
水管網の整備を図るため、私道内給
水管のステンレス鋼管への布設替え
工事の経費の一部を補助します。
（対象：同口径及び増口径）

12,155 Ｂ

水道事業評価シート クリック→ 3-2-3　私道内給水管布設替整備補助事業

ローリングシート クリック→ 3-2-3　私道内給水管布設替整備補助事業

3-2-4
私道内給水管布設
替整備補助事業
(平成２５年度から)

給水管理
課

　老朽化した給水管による出水不良
及び漏水を解消し、給水の安定と配
水管網の整備を図るため、私道内給
水管のステンレス鋼管への布設替え
工事の経費の一部を補助します。
（対象：増口径のみ。同口径は3-2-5
「老朽給水管布設替事業」で対応）

（平成25年度に実施） （平成25年度に実施） 0 0 0

平成24年度
(通常分）
28件　50,000千円
（合併に伴う分）
6件　12,000千円
計34件

平成25年度分
(通常分）
11件　　20,000千円
(合併に伴う分）
3件　6,000千円
計14件

お客様の申請に基づき、28路
線の老朽管をステンレス管に切
替え、出水不良や漏水を解消
し、管網の整備促進を図る。申
請予定件数の把握に努め、予
算額を上回る見込みとなった場
合は、補助金の予算枠拡大に
迅速に対応する。

目標とする28路線の出水不良
や漏水が解消され、管網が整
備され、顧客の利便性が向上さ
れた状態。

50,000 管網の整備促進を図るための
申請は、現在、10件受理してお
り、うち4件が分割承認箇所の
申請受理分であり、また、今年
度、布設替計画区域の分割承
認済の3区域（13件）が今後、申
請される見込みである。補助金
予定額の執行率　24.3％（9月
末）で、布設替計画区域の分割
相談を1件受けている。現在の
執行率は低いものの、今後申
請予定の分割承認区域での補
助金執行を考慮すると目標達
成に近付いている。

鳩ヶ谷市の合併を踏まえて、申
請予定件数を把握すると共にお
客様の要望に応えられるよう補
助金交付要綱に基づき、適正な
事業を運営する。予定箇所及び
今後の申請相談箇所の動向に
注意し、適正な執行ができるよ
う実施して行く。

お客様からの申請相談状況の
情報を共有し、補助金交付の適
正な執行の意識をもつだけでな
く、申請予定箇所の経過状況を
把握し、補助予算額を念頭に入
れ取り組んでいく。

仕切弁現況調査は、平成26年
度に引き続き鳩ヶ谷地区分を実
施
漏水探知システム借上げは終
了とする
鳩ヶ谷地区分の漏水調査及び・
修理は、単価設定等により継続
して実施。
平成24年度に、検針業務を活
用した市域全体の漏水調査業
務を実施し、東日本大震災の影
響を精査する

平成24年度
漏水調査36,845→63,756千円

（合併に伴う分）
漏水調査10,616千円
漏水修理51,292千円
舗装工事16,497千円

①新設・更新される配水管に付
帯する切替箇所500箇所すべて
の給水管をステンレス鋼管に布
設替えします。
②配水管の布設替えに伴う宅
地内でのメーターまでのステン
レス管の切替率を前年度より上
昇させるため、施工業者への指
導を強化し、施工できない理由
を把握し、理解・協力を受けら
れる対応策を抽出します。
③委託業者からの報告書等を
提出させ、職員間で可視化させ
る方法を検討します。

①新設・更新される配水管に付
帯する切替箇所500箇所すべて
の給水管がステンレス鋼管に
布設替えされ、出水不良の解
消や漏水防止が図られた状
態。
②宅地内でのメーターまでのス
テンレス管の切替率が前年度
を上回り、宅地内の漏水防止が
進んだ状態。
③委託業者からの報告書等を
提出させ、職員間で可視化させ
る方法を決定できた状態。

327,106 ①切替工事　234件 46.8% （9月
末契約済み含む）により漏水防
止を図っている。
②宅地内切替率　6％（9月末）
③配水管工事発注担当課と宅
内の給水管のステンレス化の
打ち合わせ行い事業の理解を
求めた。また、請負工事業者と
打ち合わせを行いステンレス管
の切り替えの指導、アドバイス
を行った。

①切替工事により漏水防止を
図っていく。
②施設課工事にともなう切替率
を１００％に近づける。
③配水管工事の進捗状況を常
時把握し、請負業者に指導を続
ける。さらには、切り替え状況の
把握を職員間でも可視化する。

①宅地内１次側漏水修理に伴
う、官民境界からメーターまで
の宅地内配管のステンレス鋼
管化と公道内漏水の復元性を
抑える修理を実施する。
②漏水多発地区の漏水調査に
より早期修理を実施し、前年度
有収率を向上させる。（目標有
収率 91.53％・有効率 94.85％）
③局全職員による市ない全域
の漏水パトロールを実施し、早
期発見を目指す。

①宅地内１次側漏水修理にお
いて、漏水箇所の修理をステン
レス鋼管へ切替、復元すること
なく漏水が防止出来ている状
態。
② 目標である目標有収率
91.53％・有効率 94.85％が達成
できた状態。
③局全職員による市内全域の
漏水パトロールを実施し、早期
発見できた状態。

712,714 ①中央、横曽根、南平地区の地
下漏水調査委託にて170件近く
の漏水早期発見及び修理が達
成できた。道路・河川占用台帳
整備業務委託の発注が完了。
年度の前半にできる限りの委託
を着手させた。
また、職員による水管橋（約１０
０橋）の目視調査も行った。
②9月末　90.31％
③漏水パトロールは未実施。(1
月～3月に実施）
④仕切弁現況調査は実施中。
⑤橋梁添架配水管塗装工事の
発注が終了。

漏水調査委託については、戸
別音調調査を中心に移行させ、
予算の費用効率を検討する。
宅地内漏水修理には、漏水発
生頻度や宅地内漏水の程度
（協力）を鑑みてステンレス鋼管
を使用していく。

①戸塚、安行地区を重点に地
下漏水調査の実施。
②当初目標の有収率91.53％を
達成する。
③局職員による漏水パトロール
は、目視確認が容易な渇水期、
凍結時期の冬におこなう。
④仕切弁の現況調査を継続実
施。
⑤橋梁添架配水管の塗装工事
による漏水防止に努める。

http://www.water-kawaguchi.jp/object/c3-2-1H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/c3-2-2H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/c3-2-3H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/R3-2-1H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/R3-2-2H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/R3-2-3H23.pdf


平成２３年度水道事業評価一覧表（中間評価）

現状把握 改善目標政策名称 政策内容 施策名称 事 業 名 主務課 下半期取組

ローリングによる
目標変更

（平成24年度以降の変更も含
む）

事業目的 目標【単年度】 成果指標
予算額
（千円）

事業
進捗
度

執行額
(千円）

3-2-5
老朽給水管布設替
事業

給水管理
課

　私道内の老朽化した給水管を、同
口径で更新する場合、配水管から水
道メーターまでのステンレス鋼管切
替工事を行い、水道局の配水支管と
して整備します。

0 Ｂ 「老朽給水管布設替え計画」案
を作成したので、年内に関係各
課と最終調整行い、経営会議に

諮り決定させる。

水道事業評価シート クリック→ 3-2-5　老朽給水管布設替事業

ローリングシート クリック→ 3-2-5　老朽給水管布設替事業

3-3
配水幹線
ネットワー
クの強化

3-3-1
配水管網基幹ブロッ
ク化事業

施設課 　現在全市域を網羅している配水管
網（網目状になっている水道管の
ネットワーク）を、拠点浄配水場を軸
とした４つのエリアに基幹ブロック（大
区画）化し、水圧、流量など、日常の
快適性を向上させます。また、震災
時に断水範囲を最小限にくい止める
とともに、被害区域内を集中的に補
修することで、早期に復旧が行える
新たなネットワークを構築します。

48,020 Ｂ 道路管理者、他企業者との協
議、調整および現況確認を行
う。
合併に伴うブロック化見直し、
管網整備計画を検討。

合併後の新市全域の適正なブ
ロック化の見直しを計画。
配水幹線整備計画において、
道路管理者、他企業者と協議
し、効率的な事業の執行を計画
する。
　

鳩ヶ谷地区分含めたブロック化
基本設計の業務委託を平成24
年度に実施する
平成24年度
配水ブロック化事業基本計画作
成業務　　　　19,950千円
管布設工事
114,895千円→183,960千円

水道事業評価シート クリック→ 3-3-1　配水管網基幹ブロック化事業

ローリングシート クリック→ 3-3-1　配水管網基幹ブロック化事業

3-3-2
配水管網中規模ブ
ロック化事業

施設課 0

3-3-3
マッピングシステム
拡充事業

給水管理
課

　配水管のネットワーク情報を、コン
ピュータ上で電子管理しているマッピ
ングシステムをさらに拡充し、きめ細
やかな水運用と顧客サービスの迅速
化を図るとともに、マッピングシステ
ムの情報を現場で活用できる「可搬
型（モバイル）端末機」の整備を進
め、平時の漏水や災害時の被害に
も、現地で確実な復旧ができる体制
を整備します。

37,366 Ｂ

水道事業評価シート クリック→ 3-3-3　マッピングシステム拡充事業

ローリングシート クリック→ 3-3-3　マッピングシステム拡充事業

3-4
低水圧地
域の解消

3-4-1
直結給水普及事業

給水管理
課

　貯水槽の定期的な清掃や点検が
不要になり、いつでも新鮮な水道水
が配水管から給水管へ直接供給さ
れる「直結給水」の普及を行います。
また、マンションなどの高い建物に給
水する場合の「直結増圧給水方式」
の普及も進めます。

0 Ｂ

水道事業評価シート クリック→ 3-4-1　直結給水普及事業

ローリングシート クリック→ 3-4-1　直結給水普及事業

　基幹ブロック内を中規模ブロック
（中区画）化し、流方向を定め、迅速
な漏水対策と、よりきめ細やかな災
害復旧性を整えます。

合併に伴う新川口市地図データ
の更新　　　　1,368千円
地図データ外部出力ソフト作成
　　　　　　　1,639千円
仕切弁調査登録　840千円

平成24年度
（合併に伴う分）
入力（経常データ）委託
　　　　　　　　1,858千円

①貯水槽内での滞留がなく、新
鮮な水道水がいつでも供給さ
れる「直結給水」の普及のた
め、直結増圧式給水方式設計
施行基準に基づき、多種多様
な需要者との協議を行うと共に
指導内容等の共有化を図り、事
業を推進していきます。
②学校施設への直結給水は、
教育局や関係課と協議し、施設
に至る管路の耐震化の状況を
確認しながら導入について検討
する。
③機会をとらえ広報活動を実施
する。

①直結増圧給水が増え、貯水
槽水道が減少する状態。
②学校施設への直結給水は、
教育局や関係課と協議し、施設
に至る管路の耐震化の状況を
確認しながら導入について検討
できた状態。
③機会をとらえ広報活動を実施
できた状態。

0 ①「直結給水」の普及のため、
直結増圧式給水方式施行基準
（案）に基づき、需要者と協議を
行い、試行許可を行っている。
②学校施設の給水の更新につ
いては、教育局と協議を行って
おり、学校施設の給水状況、立
地条件および配水管布設状況
を考慮し、直結増圧給水あるい
は直結給水方式を推奨してい
る。
③広報活動は未実施。

年内に直結増圧式給水方式設
計基準を制定すると共に指定
工事店に対しての説明会を実
施する。市民へも広報誌やホー
ムページを活用して広報を行
う。
また、課職員が内容を把握する
と共に需要者との多種多様な
協議での指導内容の共有化を
図る。

①需要者に対し、直結増圧給
水を勧める。
②引き続き教育局との協議の
場を持ち、直結給水を推奨して
行く。
③直結増圧式給水方式設計基
準の制定に伴い、指定工事事
業者への説明会時等、機会をと
らえ広報活動を実施し、普及活
動に努めると共に市民への広
報を実施する。

①県の工業用水道管の配管情
報をマッピングシステムに登録
し、管網情報をさらに拡張して
いきます。
②昨年度導入した水理解析シ
ステムを利用し、流方向の解析
に活用。
③鳩ヶ谷市のデータを取り込み
一本化する。

①工業用水道管の配管情報が
マッピングシステムに登録され
た状態。
②昨年度導入した水理解析シ
ステムを利用し、流方向の解析
に活用された状態。
③鳩ヶ谷市のデータが取り込ま
れ一本化されている状態。

48,814 ①県の工業用配水管の配管情
報をマッピングシステムに登録
する為、データ入力業者と作業
手順等について協議した。
②水理解析システムの操作方
法等について研修を実施。
③鳩ヶ谷市のデータを取り込む
為、データ入力業者と契約を締
結。作業手順等について調整
済み。
④可搬型端末機の現場におけ
る使用方法の確認を行った。

　工業用配水管及び鳩ヶ谷市
のデータ登録に当たっては各作
業工程ごとに進捗状況をデータ
登録業者から報告させ、適切な
処理が行われているかをその
都度確認するようにすることで
情報の精度を確保する。
　水理解析システムや可搬型端
末機の運用については業務に
携わる職員の意見を取り込み
ながら、課内でも情報を共有す
るようにし、より効果的な運用方
法の構築を目指す。

①県の工業用配水管の配管情
報を登録し確実に運用できるよ
う実施する。
②水理解析システムの精度向
上のため、配水管の弁栓の開
閉情報等を収集する。
③鳩ヶ谷市のマッピングデータ
を確実に取り込み、平成24年度
において運用できるように実施
する。
④可搬型端末機を漏水現場等
で実際に使用し、検証する。

①鳩ヶ谷市との合併を見据え、
計画の見直し検討を図りつつ
前年度に続き、石神ブロック地
区に新たな配水幹線を約1.0ｋ
ｍを耐震管に整備します。
②合併を見据え、新たな配水幹
線を整備するため、計画の見直
し検討を図ります。

①合併を見据え、計画の見直し
検討を図り前年度に続き、石神
ブロック地区に新たな配水幹線
を約1.0ｋｍの整備が完了し、安
全に配水されている状態。
②新たな配水幹線を整備する
ための実施設計が完成し、平
成24年度の工事が発注できる
状態。

91,977 ①計画配水幹線延長の約５
７％執行済み。未執行部分につ
いては道路管理者と調整中。
②新たな配水幹線の整備計画
については、検討している。

（平成28年度に実施） （平成28年度に実施） 0

①前年度作成された「老朽管布
設替え計画案（素案）」に基づ
き、実施方法を検討し、具体的
なものとする。
②事業として掲げている私道内
の布設替えのほか、老朽給水
管である公道部分に布設され
ているφ50ｍｍのＰＰ管につい
て、当事業での扱いを決定す
る。

①「老朽管布設替え計画案」に
基づき、実施方法を検討し、具
体的なものとして決定された状
態。
②老朽給水管である公道部分
に布設されているφ50ｍｍのＰ
Ｐ管の当事業での扱いが決定
された状態。

0 ①前年度作成された「老朽管布
設替え計画案（素案）」に基づ
き、具体的な「老朽給水管布設
替え計画」案を作成した。
②事業として掲げている私道内
の布設替えのほか、老朽給水
管である公道部分に布設されて
いるφ50ｍｍのＰＰ管について
は、「老朽給水管布設替え計
画」の中で別途事業の取り扱い
として進めることにする。

①平成25年度実施に向け、人
員配置（増員）の調整及び他部
（舗装補助、下水道の補助）と
の調整と発注方法について調
整検討を行う。
「老朽給水管布設替え計画」に
基づく説明し、局内・課内のコン
センサスを得る。

平成25年度以降
61路線→110路線
265,000千円→242,000千円

http://www.water-kawaguchi.jp/object/c3-2-5H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/c3-3-1H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/c3-3-3H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/c3-4-1H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/R3-2-5H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/R3-3-1H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/R3-3-3H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/R3-4-1H23.pdf


平成２３年度水道事業評価一覧表（中間評価）

現状把握 改善目標政策名称 政策内容 施策名称 事 業 名 主務課 下半期取組

ローリングによる
目標変更

（平成24年度以降の変更も含
む）

事業目的 目標【単年度】 成果指標
予算額
（千円）

事業
進捗
度

執行額
(千円）

3-4-2
水圧向上事業

給水管理
課

　基幹ブロック化の進捗に合わせ、
水圧のさらなる向上を図ります。

0

3-4-3
加圧ポンプ設置事業

施設課 　地理的条件や宅地等の開発によ
り、水圧の低下が心配される地域で
あって、配水管の布設替えやバルブ
操作では低水圧の解消が困難な地
域において、ブロック化完了までの
暫定措置として、加圧ポンプを設置
します。

0 Ｃ

水道事業評価シート クリック→ 3-4-3　加圧ﾎﾟﾝﾌﾟ設置事業

ローリングシート クリック→ 3-4-3　加圧ﾎﾟﾝﾌﾟ設置事業

4
災害対策
の確立

4-1
地震対策
の強化

4-1-1
地震対策強化更新
事業

水道総務
課

　他市の事例や都市環境の変化を
踏まえ、水道局災害（非常）時マニュ
アルを常に更新し、様々な状況を想
定した全体・部分の訓練を定期的に
実施します。また、宇都宮市・前橋
市・水戸市との水道災害四市応援協
定、日本水道協会との連携のほか、
水道局ＯＢの協力も得つつ、地震時
の確実な水道水の供給に万全を期
します。なお、水道災害四市応援協
定や日本水道協会との連携には、本
市が被災した場合の支援だけでな
く、本市以外の都市が被災した場合
の支援を含め、最適な相互応援手法
についても検証を進め、広域的連携
体制を確立していきます。

24 Ａ

水道事業評価シート クリック→ 4-1-1　地震対策強化更新事業

ローリングシート クリック→ 4-1-1　地震対策強化更新事業

4-1-2
災害用資機材等整
備事業

水道総務
課

　限られた職員数であっても、効率
的かつ効果的な災害復旧作業が行
えるよう、作業性を重視した資機材
の整備と保管体制の再構築を行い
ます。指定給水所の増加に向けた応
急給水物品の整備を早急に実施し
ます。

3,595 Ａ

水道事業評価シート クリック→ 4-1-2　災害用資機材等整備事業

ローリングシート クリック→ 4-1-2　災害用資機材等整備事業

4-2
救命対策
の強化

4-2-1
救命活動支援体制
構築事業

水道総務
課

　地震などの災害でも水供給ルート
が確保できるよう、医療活動の支援
体制の確立に努めます。

0 Ｂ ①訓練実施による知見の収集
には努めたが、タイムスケ
ジュールや工程の細分化など
に至っていない。工程等の改善
点を検討し、下半期のタイムス
ケジュールを見直し、技術的助
言が可能な体制を整備する。

①各医療機関の給水施設にお
ける技術的な助言体制を整備
するための全体協議の場を設
定する。
②給水施設に適合した給水
ルートの体制整備を盛り込んだ
手順書を作成する。
③各医療機関の貯水槽・配管
などに関する要望等を取り込ん
だ技術的助言について整備す
る。

水道事業評価シート クリック→ 4-2-1　救命活動支援体制構築事業

ローリングシート クリック→ 4-2-1　救命活動支援体制構築事業

①訓練に伴い、事前協議を
個々の透析医療機関と実施し
た。全体協議は下半期に実施
する。
②事前協議により、給水部との
合同訓練とし、３医療機関と給
水ルート・給水施設の確認等を
含めた訓練を実施した。
③実践的な訓練実施により、給
水施設などの改善点などを整
理できた。

加圧ポンプ設置の代替案の検
討および道路管理者との協議、
調整。

管網計画と調整を図った連絡
管および加圧ポンプの代替案
の検討。

道路管理者と工事施工に関す
る協議、調整。
管網整備計画に併せた管路整
備実施設計書の作成と、低水
圧地域改善方策の検証。

平成23年度施工予定の新井宿
北分加圧ポンプは実施せず。
低水圧解消は、平成24年度施
工予定のブロック化事業（新井
宿　Φ150　L＝60m管布設工
事）及びバルブ調整により行う

救命救急の
機能保全も
含め、被災
した方の命
を守り、一日
も早い安定
した日常生
活が回復す
るよう、ライ
フラインであ
る水道を、災
害時でも確
実に機能さ
せます。

①災害時復旧手順の浸透及び
改善のため、給水部全体連携
は5月災害対策強化月間に実
施と各班個別訓練を実施し、水
道局災害（非常）時マニュアル
の見直しも図る。
②医療機関との連携強化を図
る。
③災害時応援協力員制度の拡
充を図る。
④水道災害四市応援協定にお
ける4市の情報交換を行い、連
携を図る。

①5月の災害対策強化月間に
給水部防災訓練を確実に実施
された状態。
②各班個別訓練を実施し、水
道局災害（非常）時マニュアル
の見直しも図られた状態。
③医療機関との応急給水訓練
の実施され、協議の場が設置さ
れた状態。
④災害時支援協力員を水道局
OBだけでなく、ホームページ等
により公募し拡充され、現職職
員との意見交換会が開催され
た状態。また、訓練について
も、5月の災害対策強化月間に
合わせて実施された状態。
⑤協定四市の間において資機
材等の情報交換を実施し、連
携の強化を図られた状態。

199 ①5月の災害対策強化月間に
給水部防災訓練を実施。
②各班個別訓練は実施せず、
放射性物質が指標値を超えた
場合の応急給水訓練を実施。
マニュアルの見直しは未実施
③医療機関との応急給水訓練
を実施。
④5月に災害時支援協力員の
訓練は実施されていない。
⑤協定四市の間において資機
材等の情報交換を実施。
⑥東日本大震災に関する水道
局職員のアンケートの実施。
⑦石巻市への応援派遣を行っ
た。
⑧放射性物質に関する市民へ
の周知をホームページ等により
行った。

現在未実施の事業に関して、局
全体で連携が取れるようタイム
スケジュールを組み,確実に実
施していく。
東日本大震災の経験・教訓を
生かしつつ、応急給水のあり方
について再度検討し、マニュア
ルや訓練の方法へ反映すると
ともに局内での可視化・共有化
を図り、根本的な改善とする。

①水道局災害（非常）時マニュ
アルの見直しを図る。
②医療機関との協議の場を設
ける。
③災害時支援協力員を水道局
OBだけでなく、ホームページ等
により公募を検討する。
④11月中旬までに災害時支援
協力員と現職職員との意見交
換会の開催。
⑤協定四市の間においての連
携を維持。
⑥職員アンケートの分析を行
い、マニュアルに反映させる。
⑦現状の応急給水体制を検証
し、より有効な応急給水体制の
構築を図るため部内プロジェク
トで検討する。

①応急給水システムについて、
機会をとらえ、積極的に周知
し、応急給水システムの認知度
の向上を目指す。
　また町会等で実演した際の指
摘事項をもとに改良を重ねてい
く。
②応急給水システムにおける
2tFRPタンクのうち旧型タンク、
動力発電機、リフター等の点検
を実施する。
③引き続き応急給水活動用の
資機材の整備を行う。
④防災倉庫の設置について検
討する。
⑤災害時の飲料水の備蓄につ
いて検討し配備する。

①町会への積極的な広報及び
応急給水システムの改良がさ
れた状態。
②旧型タンク、動力発電機、リ
フター等、点検が実施され、発
災に備えた体制が維持された
状態。
③応急給水活動用の資機材の
整備が行われ、発災時におけ
る応急給水活動に必要な資機
材の整備された状態。
④防災倉庫の設置について検
討された状態。
⑤災害時の飲料水の備蓄につ
いて検討し配備できた状態。

4,931 ①総合防災訓練の事前訓練に
おいて町会等へ組み立ての実
演を実施。応急給水システムの
改良は未実施。
②旧型タンク、動力発電機、リフ
ター等、点検は未実施。
③応急給水活動用の資機材は
概ね整備されている。
④防災倉庫の設置について検
討は未実施。
⑤放射性物質の対応としての
飲料水の備蓄について検討し、
各支所、南平文化会館、保健セ
ンターに配備を実施。

タイムマネジメント・タイムコスト
は意識はあるものの実施されて
いない。下半期では、限られた
日程、時間を調整しながら、資
機材の確認、点検等を行い、災
害対応力を強めるよう改善す
る。

①応急給水システムの改善を
行う。
②旧型タンク、動力発電機、リフ
ター等、点検を実施。
③応急給水活動用の資機材を
再度確認し、台帳整理を行う。
④防災倉庫の設置について検
討。
⑤放射性物質の対応としての
飲料水の備蓄について、部内プ
ロジェクトの意見を取り込み計
画をたてる。

平成24年度に鳩ヶ谷地区分給
水所の指定を考慮した応急給
水システムを整備。継続的な訓
練用としての資機材の整備を実
施。
平成24年度分
（通常分）
備消品3,455千円→3,939千円
固定資産購入2,415千円

（合併に伴う分）
給水所8ヶ所予定
応急給水システム　3,423千円

（ボトル水製造　アルミ缶・5年保
存・475ｍｌ）
3,202千円

① 透析医療機関5病院と市災
害関係部局との連携を図るた
めの協議の場を引き続き設置
する。
② 応急給水訓練を5月の給水
部災害対策強化月間に合わせ
て実施し、給水ルートや水質保
全等を協議検討しながら手順
書を作成を進める。
③ 医療機関の希望に柔軟に応
じながら、現実的かつ機能性の
ある連携体制を構築する。

① 透析医療機関5病院と市災
害関係部局との連携を図るた
めの協議の場が設置された状
態。
② 応急給水訓練を5月の給水
部災害対策強化月間に合わせ
て実施し、給水ルートや水質保
全等を協議検討しながら手順
書が作成できた状態。
③ 医療機関の希望に柔軟に対
応しながら、現実的かつ機能性
のある連携体制を構築した状
態。

0

（平成26年度に実施） （平成26年度に実施） 0

新井宿に加圧ポンプを設置し、
低水圧地域の解消を図ります。

・加圧ポンプの設置により低水
圧が解消され、適正な水圧が
保持されている状態。

67,000

http://www.water-kawaguchi.jp/object/c4-1-1H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/c4-1-2H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/c3-4-3H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/c4-2-1H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/R3-4-3H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/R4-1-1H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/R4-1-2H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/R4-2-1H23.pdf


平成２３年度水道事業評価一覧表（中間評価）

現状把握 改善目標政策名称 政策内容 施策名称 事 業 名 主務課 下半期取組

ローリングによる
目標変更

（平成24年度以降の変更も含
む）

事業目的 目標【単年度】 成果指標
予算額
（千円）

事業
進捗
度

執行額
(千円）

4-2-2
救命施設機能保全
体制構築支援事業

水道総務
課

　地震などの災害でも医療機関等の
施設内部給水ルートが確保できるよ
う、事業4-2-1「救命活動支援体制構
築事業」と合わせ、水道工事関係者
との緊急時の連携や、施設内給水
の水質維持など、医療機関等の内
部給水ルート保全を確実にする体制
づくりを、関係機関と連携し支援しま
す。

0 Ｂ

水道事業評価シート クリック→ 4-2-2　救命施設機能保全体制構築支援事業

ローリングシート クリック→ 4-2-2　救命施設機能保全体制構築支援事業

4-3
風水害対
策の強化

4-3-1
風水害対策強化事
業

水道総務
課

　他市の事例や都市環境の変化を
踏まえ、水道局災害（非常）時マニュ
アルを常に更新し、全体・部分の訓
練をさまざまな状況を想定して定期
的に実施するとともに、宇都宮市・前
橋市・水戸市との水道災害四市応援
協定や、日本水道協会との連携によ
り、浸水想定に対する水道施設の保
全対策に万全を期します。

0 Ｂ

水道事業評価シート クリック→ 4-3-1　風水害対策強化事業

ローリングシート クリック→ 4-3-1　風水害対策強化事業

4-4
渇水対策
の強化

4-4-1
渇水対策強化事業

水道総務
課

　県水受水や自己水源の安定化を
実現し、異常渇水時における水道水
供給対策に万全を期します。

0 Ｂ 平成24年度
渇水対策マニュアル作成
50千円

水道事業評価シート クリック→ 4-4-1　渇水対策強化事業

ローリングシート クリック→ 4-4-1　渇水対策強化事業

4-5
施設非常
時（テロ）
対策の強
化

4-5-1
施設安全管理対策
事業

浄水課 　水質監視の強化を行うとともに、浄
配水場施設の警備システムの機能
を拡張するなど、施設安全計画を策
定し、管理体制を強化します。

14,564 Ｂ 課内で情報を可視化し共有す
ることより意識を高め、コストや
工法などを協議し、フェンスの
更新計画を作成するとともに施
設管理において、危害が大きく
なる箇所を調査特定し、監視箇
所の重要度を可視化する。

浄配水場の門扉及び取水井等
の鍵の取替を実施。
平成26年度から警備委託の長
期継続契約を実施（高度警備）

平成24年度分
（通常分）
鍵取替　　　1,863千円
警備委託　2,520千円

平成26年度から5年長期継続契
約
（通常分）
警備　　　5,540千円
（合併に伴う分）
警備　　　1,918千円

水道事業評価シート クリック→ 4-5-1　施設安全管理対策事業

ローリングシート クリック→ 4-5-1　施設安全管理対策事業

①市災害対策室経由での気象
情報サイトへの給水部(水道局）
契約数を増加し、組織内で多方
面での台風発生時期などの情
報収集を行っている。
②4-1-1「地震対策強化更新事
業」における災害時マニュアル
内に風水害対策の体制整備を
検討した。
③広報誌により、予防保全につ
いて広報を実施している。

①水源地情報を定期的に情報
収集し、渇水予測を継続的に実
施する。
②渇水期地下水取水可能量の
調査結果を組織内で可視化し、
渇水期移行において計画的な
給水活動が可能となるよう意識
付けを強化する。
③渇水発生における対応策とし
て渇水期のシミュレーションを多
岐にわたって実施、マニュアル
を作成する。

①情報収集に努める。特に台
風発生時期において、水源地
情報と気象予報により危険発
生の予測を行う。
②4-1-1「地震対策強化更新事
業」と連動し、災害時体制の精
査を継続して行う。
③マンションコミュニティに対す
る水害時の緊急対応及び予防
保全について広報を進める。

①情報収集に努め、台風発生
時期において、水源地情報と気
象予報により危険発生の予測
ができている状態。
②4-1-1「地震対策強化更新事
業」と連動し、災害時体制の精
査を継続して実施できた状態。
③マンションコミュニティに対す
る水害時の緊急対応及び予防
保全について広報が図られた
状態。

0 ①風水害対策についての意識
付けが弱いため、組織内の情
報共有を強化し、全体最適を考
え外部連携を強化する。

①市災害対策室との連携を深
め、災害10部としての協力体制
を検討する。
②災害時マニュアル内に風水
害対策として必要な整備につい
て検討する。
③緊急対応や予防保全につい
て検討し、広報誌に限らない手
段について整備する。

　すべての職員が、施設の安全
の維持が、市民の安全を維持
することに直結するという意識
もって実現する。
①定期的及び臨時的な巡回・
点検を行う。
②現状の課題の抽出と改善策
として、特に、浄配水場外構フェ
ンス更新を実現に向けて引き続
き検討していく。
③安全管理面から管理体制を
見直し、防犯カメラや赤外線セ
ンサー等を取り入れた設備面で
の総合的な検討を引き続き行
い早期の実現を試みる。
④鳩ケ谷市浄水場の安全策強
化を実施する。

　すべての職員が、施設の安全
の維持が、市民の安全を維持
することに直結するという意識
のもと実現する。
①定期的及び臨時的な巡回・
点検を行い事故等の不足の事
態を未然に防ぐことができた状
態。
②現状の課題の抽出と改善策
として、特に、浄配水場外構フェ
ンス更新に向けた予算要求や
一部更新ができた状態。
③安全管理面から管理体制を
見直し、防犯カメラや赤外線セ
ンサー等を取り入れた設備面で
の総合的な検討がまとまり次年
度予算に計上できた状態。
④鳩ケ谷市浄水場の安全策強
化を実施できた状態。

14,616 ①保守・点検業務に併せ、定期
的に巡回点検を実施。
②浄配水場の外構フェンスの現
状把握が、未実施である。
③施設安全管理体制について
再度検討した。
④鳩ヶ谷浄水場の施設安全管
理体制について、現状把握を
行った。

①保守・点検業務に併せ、定期
的に巡回点検を実施することで
事故の未然防止と共に復旧へ
の対応を早める。
②浄配水場の敷地測量図を基
に今後も敷地境界杭の確認を
進め、局内各課と連携調整し、
フェンスの更新方法やコストに
ついても検討を進める。
③テロ対策として、場内外の鍵
（南京錠）を信頼度の高い鍵に
検討し、赤外線センサーと監視
カメラでの安全管理体制を検討
し計画を進める。
④鳩ヶ谷浄水場の施設安全管
理体制について、再度検討見
直しを行い、施設安全管理体制
を統一する様検討を進める。

①水源情報、水源地積雪状況
及び気象庁長期予報に基づく
渇水予測を実施
②事業1-2-1「自己水源整備事
業」の情報に基づく渇水期地下
水取水可能量を把握し、渇水
発生時に、必要な水量を届け
続けられるよう、組織内の意識
啓発を実施。
③鳩ケ谷市を含めた渇水発生
判断に基づくマニュアルを関係
各課と協議し策定する。

①水源情報、水源地積雪状況
及び気象庁長期予報に基づく
渇水予測が実施された状態
②事業1-2-1「自己水源整備事
業」の情報に基づく渇水期地下
水取水可能量を把握し、渇水
発生時に、必要な水量を届け
続けられるよう、組織内の意識
啓発が実施された状態。
③鳩ケ谷市を含めた渇水発生
判断に基づくマニュアルを関係
各課と協議し策定できた状態。

0 ①水源情報を定期的に収集し、
渇水予測を実施している。
②渇水期地下水取水可能量の
調査を継続し、組織内の情報共
有を図っている。
③「事業8-2-1　部内研究促進
事業」のプロジェクトチームとの
連携により、マニュアル策定に
向け、渇水発生判断の調査を
継続している。

目的達成のための全体設計が
できていないため、タイムスケ
ジュールなどを細分化したうえ
でマニュアル策定までの工程を
計画する。また全体最適化でき
るよう、水源地情報の可視化及
びプロジェクトチームとの連携を
強化する。

事業4-2-1「救命活動支援体制
構築事業」と連動し、
① 市災害関係部局を含めた透
析医療機関5病院との協議を今
年度も設置する。
② 協議だけでなく、訓練を実施
し、給水ルートや水質保全等の
手順書を作成を進め、連携の
強化を進める。
③ 各医療機関の貯水槽や配
管などの技術的支援も要望に
合わせ柔軟に対応。

事業4-2-1「救命活動支援体制
構築事業」と連動し、
① 市災害関係部局を含めた透
析医療機関5病院との協議が
実施された状態。
② 協議だけでなく、訓練を実施
し、給水ルートや水質保全等の
手順書の作成を進め、また、連
携の強化ができた状態。
③ 各医療機関の貯水槽や配
管などの技術的支援も要望に
合わせ柔軟に対応できた状
態。

0 事業4-2-1「救命活動支援体制
構築事業」と連動し、
①訓練に伴う事前協議を個々
の透析医療機関と実施した。市
災害関係部局を含めた全体協
議を下半期に実施する。
②事前協議により、給水部との
合同訓練を実施し、３医療機関
と給水ルート・給水施設の確認
等を含めた訓練を実施した。
③各医療機関における技術的
支援に関する改善点などを整
理できた。

・訓練実施による知見の収集に
は努めたが、手順書作成のた
めのタイムスケジュールや工程
の細分化などに至っていない。
工程等の改善点を検討し、下半
期のタイムスケジュールを見直
し、連携強化に努める。

①各医療機関の給水施設にお
ける技術的な助言体制を整備
するための全体協議の場を設
定する。
②給水施設に適合した給水
ルートの体制整備を盛り込んだ
手順書を作成する。
③各医療機関の貯水槽及び館
内の給水管の維持・保全につ
いて要望等を取り込んだ技術的
助言について整備する。

http://www.water-kawaguchi.jp/object/c4-2-2H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/c4-3-1H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/c4-4-1H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/c4-5-1H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/R4-2-2H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/R4-3-1H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/R4-4-1H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/R4-5-1H23.pdf


平成２３年度水道事業評価一覧表（中間評価）

現状把握 改善目標政策名称 政策内容 施策名称 事 業 名 主務課 下半期取組

ローリングによる
目標変更

（平成24年度以降の変更も含
む）

事業目的 目標【単年度】 成果指標
予算額
（千円）

事業
進捗
度

執行額
(千円）

5
環境との
調和

良好な自然
環境を未来
に手渡せる
よう、私たち
の施設を、
限りある資
源を効率的
に利用する
省エネル
ギー・Ｃo2削
減プラントに
更新します。

5-1
環境負荷
低減対策
の推進

5-1-1
浄配水施設環境対
策事業

浄水課 　3-1-1「浄配水場施設更新事業」と
合わせ、老朽化した設備を、高効率・
高機能・環境配慮型プラントに抜本
更新するとともに、3-3-1「配水網基
幹ブロック化事業」、3-3-2「中規模ブ
ロック化事業」の進捗状況と、水道使
用量の減少に伴う設備稼働率の低
下状況を踏まえ、自然流下を最大限
活用した配水制御を前提とした電気
機械設備等の見直しを進め、平成29
年度までに上青木・神根・新郷・横曽
根の4浄水場に石神配水場を加えた
５浄配水場を中心とした、省電力型
設備への更新を実施します。

16,800 Ｂ 水道使用量の減少に伴う設備
稼働率の低下状況を踏まえ、よ
り低いコストで成果をあげる工
夫を施し予定以上の費用対効

果を出す設備の見直し、省電力
型設備や環境配慮型機器の導

入の検討

上青木浄水場遠隔制御装置ほ
か更新工事は平成24～25年度
に実施。
石神配水場高圧遮断器ほか更
新工事のみ平成24年度実施。

平成24年度
工事　376,478千円

平成25年度
工事　1,234,800千円

水道事業評価シート クリック→ 5-1-1　浄配水施設環境対策事業

ローリングシート クリック→ 5-1-1　浄配水施設環境対策事業

5-1-2
庁舎環境対策事業

水道総務
課

　庁舎機能の更新工事にあわせ、
ヒートポンプなどのエネルギー高効
率システムを導入するとともに、施設
の特性に合わせた壁面緑化の実施
や、場内改修に合わせた保水性舗
装の導入など、環境負荷の低減と地
球温暖化対策を推進します。

0 Ｂ

水道事業評価シート クリック→ 5-1-2　庁舎環境対策事業

ローリングシート クリック→ 5-1-2　庁舎環境対策事業

5-1-3
車両環境対策事業

財務課 　車両保有台数の見直しを行ったう
えで、買い替えが行われるすべての
車両を、低燃費・低公害型車両に更
新し、併せて用途を満たす範囲で排
気量の縮小を行うとともに、エコドラ
イブを徹底します。

2,813 Ｂ 合併による車両編成を精査し平
成24年度の買換えなし
事務連絡用車の集中管理を実
施

平成24年度以降
2年毎に燃料(金額換算）-5％減

水道事業評価シート クリック→ 5-1-3　車両環境対策事業

ローリングシート クリック→ 5-1-3　車両環境対策事業

5-1-4
物品等環境対策事
業

財務課 　物品等の購入量の削減を行ったう
えで、購入にあたっては、省資源・省
エネルギー型製品の優先購入をさら
に拡大します。

2,703 Ｂ 平成24年度以降
2年毎に備消品費-5％減

水道事業評価シート クリック→ 5-1-4　物品等環境対策事業

ローリングシート クリック→ 5-1-4　物品等環境対策事業

5-1-5
事業系一般廃棄物
排出抑制対策事業

水道総務
課

　施設における一般廃棄物の発生を
徹底して抑制するとともに、分別排
出による再資源化を促進し、排出量
を削減します。

184 Ｂ

水道事業評価シート クリック→ 5-1-5　事業系一般廃棄物排出抑制対策事業

ローリングシート クリック→ 5-1-5　事業系一般廃棄物排出抑制対策事業

①水道庁舎内各課に分別収集
の励行を徹底するとともに、事
業系一般廃棄物を発生させな
い（発生抑制）に係る啓発を継
続して実施する。
②事業系一般廃棄物の搬出量
抑制に努め、平成22年度の数
値を維持する。

①水道庁舎内での廃棄物の発
生抑制に係る啓発を継続して
実施できた状態。
②平成22年度の排出量を上回
らず維持できている状態。

653 ①継続的に排出量の測定をし
ている。
②今までの啓発が効を奏し、平
成22年（4～9月末）排出量(平成
22年度比1.3％減）　　　　を上回
らずに維持している。

目的達成のための方法・手段
の可視化、共有に努める。

　鳩ケ谷市との事業統合による
一時的な廃棄物の発生にも注
視しつつ、事業系一般廃棄物の
発生抑制の啓発のための庁内
向けPRを行う。

①昨年度同様に、グリーン購入
の対象となる物品については、
全て環境対応製品で対応す
る。

②今後もグリーン購入事業を職
員に広く周知のうえ、環境に対
する意識向上を図る。

①環境対応製品の選定が可能
な物品については、100％グ
リーン購入できている状態。

②環境対応製品の選定が不可
能な物品についても、詳しく調
査を行い、前年度に比べ未対
応製品が削減された状態。

9,728 ①物品の購入にあたり、「グ
リーン購入法適合商品」「エコ
マーク商品」などの周知をポー
タルサイトで行い、局内におけ
る環境配慮意識が高い状態を
維持できた。
　しかし今年度当初、東日本大
震災の影響で物品の流通が滞
る事態が起きたため、環境対応
製品の購入率は、現状で約
71％と例年に比べ低い値に留
まった。
②環境対応製品の選定が不可
能だった物品を、２品目削減し
た。

物品購入における環境対応製
品の選定を周知徹底させるとと
もに、今現在環境対応できない
商品についても各課担当職員と
協議のうえ、より省資源・省エネ
ルギー型の商品選定ができる
よう進めていきたい。

すでに環境対応している製品に
ついても、より省資源・省エネル
ギーの新たな製品がないか、情
報の収集・確認など環境保全に
向けた視野の広い対応で事業
を進める。
また、購入状況等を具体的に数
値で提示するなどの工夫をし、
各課へ周知をする。

平成25年度
庁舎空調等工事　70,000千円
平成26年度
庁舎空調等工事　200,000千円

①保有担当各係と車両保有の
必要性、利用形態についてのヒ
アリングを行った内容に基づ
き、今後の保有形態、集中管理
の可能性、効率性、利便性など
を考慮し、検討・研究を進めま
す。
②買い替えなければならない作
業用自動車４台全てを低燃費・
低公害車両に更新します。
③引き続き燃料消費量の削減
についてエコドライブの推奨を
もとに各課に啓発していきま
す。

①保有担当各係とのヒアリング
内容に基づき、集中管理の形
態、可否について、有効な管理
形態が導き出された状態。
②購入した４台全てが低燃費・
低公害車両に更新された状
態。
③燃料消費量が前年度に比べ
削減されている状態。

4,420 ①水道総務課、財務課、給水管
理課、営業管理室の車両１台づ
つの計４台のうち１台を廃車し、
計３台を来年度から集中管理と
する方針を決定した。
②　目的である良好な自然環境
を未来に手渡せるよう、省エネ
ルギー・Co2削減により社会貢
献できるよう、車両発注課を含
めた職員全員が意識を持ち、買
い替え車両を低燃費・低公害車
に限定し事業を進め、排出ガス
低減車両を上半期に３台更新し
た。
③燃料消費量を対前年比176
リットル（２％）削減した。

常に目的が達成できるよう、意
識を持ち事業に取り組むと共
に、より有効な手段への探求心
をもって事業に携わる。また、具
体策として燃料の消費量、車両
の使用頻度を年間実績で把握
し、車両保有状況の適正化の
検討を進める。さらに各課にエ
コドライブを推奨し排出ガスと燃
料消費量の低減を推進する。

①今後も良好な自然環境の保
全を念頭におき、関係各課の協
力のもと保有台数、管理形態の
見直し等最良の方策を探求し
事業に取り組む。
②鳩ケ谷市が所有する車両６
台のうち、４台を合併前に売
却、１台は今年度末まで使用後
売却、１台を今年度買い換え予
定の車両の代りとし、合併に伴
う車両保有台数の増加を抑え
る。
③燃料消費量を前年比４％削
減する。

①壁面緑化について、更なる環
境負荷の軽減の方法を検討す
ると共に、データを収集します。
②庁舎機能更新工事に合わせ
たエネルギー高効率システム
の導入について、関係各課と協
議を行い、方向性を決め、設計
予算算出を行う。

①壁面緑化について、夏季期
間に維持管理・モニタリングが
でき、データ収集が出来ている
状態。
②庁舎機能更新工事に合わせ
たエネルギー高効率システム
の導入について、設計予算が
確保されている状態。

281 ①　庁舎壁面緑化については、
早期に委託を行うことができ
た。3階にまで達しており、現
在、グリーンカーテンの内外温
度差を計測中。
②　空調設備の更新について
は、エネルギー高効率（省エネ
ルギー）システムを取り入れた
更新について、浄水課及び電
気設備課と協議を進めている。

　内的資源の活用を行う。関係
部局との協力関係を深め、積極
的な関与を促すよう努め、組織
基盤を強化する。

①データ収集を継続し、来年度
の予算策定に活かす.
②浄水課及び電気設備課と協
議を行い、更新計画を作成する

①鳩ヶ谷市との合併を見据え
て、鳩ヶ谷市浄水場との遠隔制
御装置更新工事（仮称）及び次
亜塩素酸ソーダ注入設備設置
工事（仮称）の実施設計委託を
します。
②7浄配水場体制と鳩ヶ谷市浄
水場の機能連携及び水需要予
測に基づく適正規模について、
計画をたてます。
③施設の更新時にはエネル
ギー消費量の削減と効率化を
進め、一層の環境への配慮を
目指します。

①鳩ヶ谷市との合併を見据え
て、鳩ヶ谷市浄水場との遠隔制
御装置更新工事（仮称）及び次
亜塩素酸ソーダ注入設備設置
工事（仮称）の実施設計委託完
了し、次年度に工事が発注され
る状態。
②7浄配水場体制と鳩ヶ谷市浄
水場の機能連携及び水需要予
測に基づく適正規模について、
計画が立てられ、アクアプラン
の中期経営計画に融合されて
いる状態。
③施設の更新時にはエネル
ギー消費量の削減と効率化を
進めれれた状態。

21,000 ①鳩ケ谷浄水場との遠隔制御
更新工事実施設計委託を契約
し、鳩ケ谷浄水場の現場調査
や設計事務所との打ち合わせ
を重ねている。
②浄配水場の自然流下を最大
限活用した配水制御を実施し、
鳩ケ谷浄水場を含めた浄配水
場の役割分担に伴い県水受水
量の決定を行った。
③施設のエネルギー消費量の
削減と効率化を進めるため、施
設エネルギー消費量の洗い出
しを行った。

①鳩ケ谷浄水場への導入機器
を省電力型や環境配慮機器の
導入を検討する。
②浄配水場の自然流下を最大
限活用した浄配水場の役割に
基づく運転で電力量を削減す
る。
③施設のエネルギー消費量の
大きい機器について更新計画
の優先順位を高める。

http://www.water-kawaguchi.jp/object/c5-1-1H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/c5-1-2H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/c5-1-3H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/c5-1-4H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/c5-1-5H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/R5-1-1H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/R5-1-2H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/R5-1-3H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/R5-1-4H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/R5-1-5H23.pdf


平成２３年度水道事業評価一覧表（中間評価）

現状把握 改善目標政策名称 政策内容 施策名称 事 業 名 主務課 下半期取組

ローリングによる
目標変更

（平成24年度以降の変更も含
む）

事業目的 目標【単年度】 成果指標
予算額
（千円）

事業
進捗
度

執行額
(千円）

5-1-6
産業廃棄物排出抑
制対策事業

施設課 　配水管網の更新等により発生する
建設残土など建設副産物の再利用
をさらに積極的に推進し、産業廃棄
物の発生量を抑えます。

0 Ｂ

水道事業評価シート クリック→ 5-1-6　産業廃棄物排出抑制対策事業

ローリングシート クリック→ 5-1-6　産業廃棄物排出抑制対策事業

5-2
ヒートアイ
ランド現象
低減対策
の実施

5-2-1
浄配水場クール・ス
ポット化事業

水道総務
課

　ヒートアイランド現象による都市の
蓄熱量を低減するため、浄配水場で
発生する未利用地下水などを活用
し、場内で散水を行うことにより、敷
地内の緑の蒸発散作用との相乗効
果によって浄配水場のクール・スポッ
ト化を促進します。

0 Ｃ 廃止

水道事業評価シート クリック→ 5-2-1　浄配水場クールスポット化事業

ローリングシート クリック→ 5-2-1　浄配水場クールスポット化事業

6
サービス
の向上

6-1
広報広聴
活動の推
進

6-1-1
ホームページ拡張事
業

水道総務
課

　水道局からの経営情報をお伝えす
るだけでなく、利用者にとって必要性
の高い情報をいち早くお届けし、水
道にまつわるご意見ご感想などをい
ただける、お客様とのリレーション
シップの場として、双方向性の高い
ホームページに拡張します。

0 Ｂ

水道事業評価シート クリック→ 6-1-1　ホームページ拡張事業

ローリングシート クリック→ 6-1-1　ホームページ拡張事業

6-2
お客様
サービス
の向上

6-2-1
水道局お客様セン
ター機能拡充事業

営業管理
室

　現在設置している水道局お客様セ
ンターの機能を拡充し、水道使用の
開始、中止の申し込みや水道料金
のお問い合わせに迅速に対応すると
ともに、アンケートの分析により、お
客様の声を積極的に業務改善に反
映します。

159,810 Ｂ

水道事業評価シート クリック→ 6-2-1　水道局お客様センター機能拡充事業

ローリングシート クリック→ 6-2-1　水道局お客様センター機能拡充事業

平成24年度
検針・収納委託
（通常分）
486,869→492,601千円
（合併に伴う分）
57,944千円

現在設置している水道局客様
センターの機能を維持し、水道
使用の開始、中止の申し込み
や水道料金のお問い合わせに
迅速に対応するとともに、要
望、苦情等を整理して今後の
サービスの提供の向上を目指
す。

現在設置している水道局客様
センターの機能を維持し、水道
使用の開始、中止の申し込み
や水道料金のお問い合わせに
迅速に対応するとともに、要
望、苦情等を整理し、サービス
の向上ができた状態。

486,869 お客様センターは、水道局の窓
口機能としては、円滑に執行し
ている。要望・苦情等は毎月の
月初に提出される業務処理月
報により報告されている。特に、
局に直接もたらされた要望・苦
情等は常に営業所に対して、速
やかにフィードバックしながら、
指導等を行っている。

今後も、受託者と定例会議や随
時の打ち合わせを持ちながら、
更なるお客様の利便性の向上
を図ってゆく。

昨年度、実施したアンケートに
ついても未回収のものもあり、
回収され次第、お客様のニーズ
の把握に努めてゆく。

安心してご
利用いただ
きご満足い
ただけるよ
う、ご要望・
ご相談やお
問い合わせ
を、迅速・確
実・丁寧に
解決します。

①常時掲載ページの内容の拡
充
②「よくある質問」ページの拡充
③お客様アンケートの定期的発
信と事業への反映
④前年度より、お客様アンケー
ト回答数の増加。
⑤職員意向調査の実施

①常時掲載ページの内容の拡
充が図られた状態。
②市のホームページと連携した
「よくある質問」ページの拡充が
図られた状態。
③お客様アンケートの定期的発
信と事業への反映された状態。
④お客様アンケート回答数500
件
⑤職員意向調査の実施された
状態。
の5点の執行により双方向性を
維持したトータルな広報広聴活
動が展開されている状態。

454 ①常時掲載ページの内容につ
いて常時更新し、内容に追加し
ている。またアクセス数の分析
を実施し、改善点を示せた。
②市のホームページの「よくあ
る質問」を新設・拡充したことに
より、アクセス数が増加傾向を
示している。局ホームページを
リニューアルし質問事項を22か
ら57に増設した。
③お客様アンケートを定期的に
発信し、昨年度のアンケート結
果を局内で共有し、結果から見
出せた改善策など広報事業に
反映させている。
④お客様アンケート回答数(9月
末日現在49件）
⑤職員意向調査については実
施していない。

①上半期は、東日本大震災に
係る情報の開示を迅速に行うこ
とに主眼を置き実施してきたた
め、一部の情報の拡充に偏よる
などを改善する。
②また、情報拡充により、局内
の全体最適を考慮した工程表
を設計したり、タイムコストを意
識したタイムスケジュールを可
視化するまで至らなかったこと
により、時間を要したため、手段
や方法などの各プロセスの見
直しする。

①新規利用者の増加に向け、
利用対象者を絞った(子ども
ページ・世界の水事情など）情
報の拡充を図る。
②「よくある質問」のアクセス数
分析などを行い、必要性の高
い、情報の精査を図る。
③アンケートの結果を定期的に
公表することで、事業への反映
への指針情報拡充により、局内
の全体最適を考慮した工程表
を設計したり、タイムコストを意
識したタイムスケジュールを可
視化するまで至らなかいことに
より、時間を要したため、手段
や方法などの各プロセスの見
直しする。
④アンケート回答数の増加に向
け、プロセスの見直しを行う。
⑤ホームページに関する職員
の意向調査(運営方法・掲載記
事内容など）を実施する。
⑥合併後旧鳩ヶ谷市の情報も
精査し、継続して発信する。

事業の手段を変更した場合の、
その変更案について回答を示
す。

浄配水場において、ヒートアイ
ランド現象による都市の蓄熱量
を低減するための対策案が実
現できた状態

0 ヒートアイランド現象による都市
の蓄熱量を低減するための対
策案を検討していない。

目的達成に必要な新たな代替
え案について、手段や工程を見
直す。

ヒートアイランド現象による都市
の蓄熱量を低減するための対
策案を検討する。

・水道局が発注する工事におい
て発生する、アスファルト及びコ
ンクリートを法令に基づき、継
続的にリサイクルを積極的に推
進するように努めます。

・水道局が発注する工事におい
て発生する、アスファルト及びコ
ンクリートを法令に基づき継続
的にリサイクルを推進できた状
態

0 管路施設工事で発生した残土
等の建設副産物の再利用を推
進した。

水道局発注の工事により発生
する残土、コンクリート等の建設
副産物の再利用を請負者に対
し継続的に指導し、産業廃棄物
の減少に努める。

建設リサイクル法等の法令に基
づいた建設残土等の再利用を
積極的に推進し、産業廃棄物
の減少を図る。

http://www.water-kawaguchi.jp/object/c5-1-6H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/c5-2-1H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/c6-1-1H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/c6-2-1H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/R5-1-6H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/R5-2-1H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/R6-1-1H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/R6-2-1H23.pdf


平成２３年度水道事業評価一覧表（中間評価）

現状把握 改善目標政策名称 政策内容 施策名称 事 業 名 主務課 下半期取組

ローリングによる
目標変更

（平成24年度以降の変更も含
む）

事業目的 目標【単年度】 成果指標
予算額
（千円）

事業
進捗
度

執行額
(千円）

6-2-2
料金支払チャネル拡
大事業

営業管理
室

　金融機関などの口座振替払い・窓
口納付、コンビニエンスストアでの窓
口納付を継続するとともに、クレジッ
トカードでの支払いも検討していきま
す。また、電子決済についての研究
も進めます。

6,775 Ｂ

水道事業評価シート クリック→ 6-2-2　料金支払チャネル拡大事業

ローリングシート クリック→ 6-2-2　料金支払チャネル拡大事業

7
独自能力
の発揮

安心してご
利用いただ
きご満足い
ただけるよ
う、ご要望・
ご相談やお
問い合わせ
を、迅速・確
実・丁寧に
解決します。

7-1
組織体制
の革新

7-1-1
プロセス・マネジメン
ト事業

水道総務
課

　水道事業管理者を中心に局内課
長職をメンバーとする意思決定合議
機関「経営会議」を設置し、日常での
事業進捗をPDCAサイクルのシング
ル・ループで検証・評価し、アクアプ
ラン達成のための取り組みを支援す
るとともに、年間の評価をダブル・
ループで行い、アクアプランの達成
度に基づく効果性・有効性・妥当性・
波及性のほか、実施プロセスそのも
のの検討を行うことにより、企業ビ
ジョン（理念）の実現を推進します。

0 Ｂ

水道事業評価シート クリック→ 7-1-1　プロセス・マネジメント事業

ローリングシート クリック→ 7-1-1　プロセス・マネジメント事業

7-1-2
水道事業評価システ
ム運用事業

水道総務
課

　手段の目的化を防ぎ、民間活力の
効果的導入を図るなど、アクアプラン
が確実に達成できるよう、事前評価
に基づく事業検証を中心とした事業
評価システムを、川口市の事業評価
システムと連動し実施します。

0 Ｂ

水道事業評価シート クリック→ 7-1-2　水道事業評価システム運用事業

ローリングシート クリック→ 7-1-2　水道事業評価システム運用事業

①事前・中間・終了時・事後の
各評価プロセスを実施及び検
証
②ホームページで公表
③公表に対するお客様からの
意見等の取得
④評価システムの検証

①評価システムを運用し、事
前・中間・終了時・事後の各評
価プロセスを実施及び検証がさ
れた状態。
②適切な時期にホームページ
上で公表されている状態。
③ホームページ等を通してお客
様からの意見等を取得し、評価
システムの検証が行われてい
る状態
④③と連動しながら新評価シス
テムの検証を行われている状
態。

0 ①各事業の事前評価・中間評
価を支援、実施。
②事前評価は５月に市民向け
公表した。
③ホームページ上ではお客様
からの意見は特にない。
④新評価システムにおいては
作業効率性が高くなったことが
検証された。

①各事業の評価を実施する担
当課において評価について探
求し、ＰＤＣＡサイクルが適切に
進むよう支援する。
②課内における評価の視点が
自課最適に縛られているため、
評価システムについての意識を
高めるよう呼びかける。

①各事業の評価を実施する担
当課において評価について探
求し、ＰＤＣＡサイクルが適切に
進むよう支援する。
②ホームページ上の公表は、中
間・事後とも評価後速やかに実
施する。
③ホームページのアクセス数の
分析などから、適切な時期の公
表・適切な方法で実施できるよ
う検証する。
④新システムの作業効率性だ
けでなく、理解しやすさを念頭に
おいた見直しを行う。
⑤合併後における各事業の取
り込みを行うとともに、事業評価
において事業統合後の内容を
示し、終了時評価・事後評価を
実施できるよう調整する。
⑥新アクアプラン策定のため、
20～22年度(第1期中期経営計
画期間）の各事業評価を検証
し、事業7-1-5「中期経営計画
運用事業」と連動し、事業評価
システムを運用する。

①協議事項が明確で会議ルー
ルに従った運営を継続します。
②経営会議において、シングル
ループのＰＤＣAサイクルを機能
させ課題の改善を実施します。
③経営会議において、ダブル
ループのＰＤＣAサイクルが機
能し、改善が必要な状態を生み
出したプロセスの検証を行い、
再発防止や業務革新を具体化
された状態を達成します。

①協議事項が明確で会議ルー
ルに従った運営を継続された状
態。
②経営会議において、シングル
ループのＰＤＣAサイクルを機能
させ課題の改善を実施された
状態。
③経営会議において、ダブル
ループのＰＤＣAサイクルが機
能し、改善が必要な状態を生み
出したプロセスの検証を行い、
再発防止や業務革新を具体化
された状態を達成する。

0 ①会議ルールに定められた状
態で運営できているものの、協
議事項の事前準備に時間を要
している。
②経営会議にて見出された新
たな課題について、委員による
多角的な視点での検討を積み
重ね実施している。
③経営会議にて見出された課
題について検討を積み重ねて
いるものの、業務革新には至っ
ていない。

局全体において経営会議に審
議すべき事業について、タイム
コストの意識が薄いため、事前
協議の遅れが生じている。
タイムコスト意識を上げ、全体
最適に基づいた、タイムスケ
ジュールにより円滑な工程を設
計するなど、改善する。

①年度を通じて協議事項を明
確にし、局全体において情報共
有を図るなどして改善を図る。
②局内の全体最適に基づい
た、タイムスケジュールを可視
化することにより、情報共有の
円滑化を図り、経営会議の事前
協議、事後の業務改革に到達
すべく、改善する。

　納付書による金融機関などの
窓口での納付、コンビニエンス
ストアでの納付を引き続き拡充
するとともに、クレジットカードで
の支払いへの拡大も検討して
いきます。また平行して電子決
済についての研究を進めます。
　本事業の基幹プロセスである
コンビニエンス、窓口、口座振
替の納付及び収納業務が確実
に行われ、業務に係る事故が
年度末に０件を目指す。
　給水収益低下の中、導入経
費が高く、支払方法間で異なる
経費に係る公平性、経費の負
担について、他の事業体との広
域的な協調導入も視野に入れ
コスト削減モデル案を作成。
　また、鳩ケ谷市との合併を踏
まえ、鳩ケ谷市の施設を利用し
たサービス機能拡充を検討す
る。

①本事業の基幹プロセスであ
るコンビニエンス、窓口、口座
振替の納付及び収納業務が確
実に行われ、業務に係る事故
が年度末に０件である状態。
②給水収益低下の中、導入経
費が高く、支払方法間で異なる
経費に係る公平性、経費の負
担について、他の事業体との広
域的な協調導入も視野に入れ
コスト削減モデル（案）を検討で
きた状態。

30,211 ①本事業の基幹プロセスである
コンビニエンスストア、窓口、口
座振替の各々の納付及び収納
業務は現在まで確実に行わ
れ、事故は皆無である。
②クレジットカード払い及び電子
決済については研究中である。

現在、職員の一部にしか意識
がないが、全員に共通認識をも
たせて、取り組む。

①引き続き事故0件
②国や他の自治体等の動向を
注視しながら、クレジットカード
払い及び電子決済に関する情
報を収集する。クレジットカード
払い等を既に導入している川口
地区公共料金暴力対策協議会
の構成会員の情報を収集す
る。クレジットカード払いについ
ては、カード事業者に支払う手
数料が他の収納方法に比べて
高く、水道料金にも影響を及ぼ
す恐れがある。安全で安心な水
道水の安価な供給を最優先に
していることから、支払方法の
利便性の向上にとどまることの
ないようサービス全体のバラン
スの中で慎重に研究してゆく。

平成24年度
口座振替手数料・コンビニ収納
委託
・口座振替手数料
（通常分）
10,017千円
（合併に伴う分）
1,488千円

・コンビニ収納委託料
（通常分）
20,349千円
（合併に伴う分）
2,057千円

http://www.water-kawaguchi.jp/object/c6-2-2H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/c7-1-1H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/c7-1-2H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/R6-2-2H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/R7-1-1H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/R7-1-2H23.pdf


平成２３年度水道事業評価一覧表（中間評価）

現状把握 改善目標政策名称 政策内容 施策名称 事 業 名 主務課 下半期取組

ローリングによる
目標変更

（平成24年度以降の変更も含
む）

事業目的 目標【単年度】 成果指標
予算額
（千円）

事業
進捗
度

執行額
(千円）

7-1-3
財務会計システム運
用事業

財務課 　現在の財務会計システムをさらに
コンパクトで低コストのシステムに再
構築し、財務面に要する事務管理費
をさらに縮減します。

9,870 Ｂ

水道事業評価シート クリック→ 7-1-3　財務会計システム運用事業

ローリングシート クリック→ 7-1-3　財務会計システム運用事業

7-1-4
資産有効活用事業

水道総務
課

　安全安心の実現には、現有資産の
効率的な活用が必要であるため、資
産を更新区分ごとに整理・管理し、水
道局の（仮称）資産有効活用検討委
員会の設置、土地の売却、等価交換
等も含めた資産の有効活用を目指し
ます

0 Ｂ

水道事業評価シート クリック→ 7-1-4　資産有効活用事業

ローリングシート クリック→ 7-1-4　資産有効活用事業

7-1-5
中期経営計画運用
事業

水道総務
課

　7-1-1「プロセス・マネジメント事
業」、7-2-1「水道事業評価システム
運用事業」、7-1-3「資産有効活用事
業」、7-2-1「水需要動向調査事業」
等と合わせ、アクアプランに基づく３
年を計画期間とした中期経営計画を
策定し運用することにより、短期の戦
略的視点から、財務とのバランスの
とれた事業化を進めるとともに、企業
経営の断片化・分断化を招かない外
部委託の導入を促進するなど、経営
基盤の強化を図ります。

0 Ｂ

水道事業評価シート クリック→ 7-1-5　中期経営計画運用事業

ローリングシート クリック→ 7-1-5　中期経営計画運用事業

7-1-6
収納率向上事業

営業管理
室

　受益に対するご負担を等しくお支
払いいただくため、水道事業の原資
である水道料金の滞納解消を、6-2-
1「水道局お客様センター機能拡充
事業」との包括外部委託と合わせ進
めます。

0 Ｂ

水道事業評価シート クリック→ 7-1-6　収納率向上事業

ローリングシート クリック→ 7-1-6　収納率向上事業

7-2
水需要の
動向把握

7-2-1
水需要動向調査事
業

水道総務
課

0 0

（平成25年度実施）

平成24年度
固定資産情報整備業務委託を
実施。　　　　　29,400千円
資産有効活用検討委員会の設
置については、更新計画等の
運用後に設置検討。

①平成２３年度収納率を９
０.7％に設定。
（平成２３年４月１日から平成２
４年３月１５日までにお客様に
請求した水道料金に対する、平
成２４年３月までにお納めいた
だいた水道料金の割合）
②平成２３年度過年度未収金
収納率を８４％に設定。
（平成２３年度４月１日以前にお
客様に請求した未収の水道料
金に対する、平成２４年３月末
日までに回収できた割合）

①平成２３年度収納率９０.7％
を達成した状態
②平成２３年度過年度未収金
収納率８４％達成した状態

0 ①７月末現在の収納率は７０．
４２％　②７月末現在の過年度
未収金収納率は８１．６１％

収納率は現年度、過年度ともに
前年同月を上まわっているもの
の、現年度の調定金額及び収
納金額は前年同月を下まわっ
ているため、引き続き徴収業務
体制の強化を図り、収納率の低
下を招かないようにしてゆく。

特に、無断転出による現年度未
納を防止してゆくため、昨今、ア
パート、マンション等の管理会
社から個人情報が得にくい中、
局としては住民基本台帳を速や
かに確認してゆく。

　ライフスタイルの多様化や節水型
機器の普及など、水需要予測は低
下傾向にあることから、アクアプラン
の達成精度を高めるため、経営資本
をどのように効率的かつ効果的に投
入していくかといった今後の方向性
を調査します。この中・長期的視点に
よる分析結果をもとに、アクアプラン
の点検・評価の精度を向上させ、実
態に即した計画の修正と成果の達成
を図ります。

（平成25年度に実施） （平成25年度に実施） 0

 平成24年～26年度の3年間に
係るローリングを、水道事業評
価システム（中間評価）と同時
に、平成23年9月に実施し、平
成24年度における資本投入量
の最適化を検証する。

平成23年9月に実施し、資本投
入量の最適化が図られ、経営
会議で承認が得られた状態。

0 ローリング及び事業調書につい
て各事業とも目標設定のとおり
執行できるよう適切なヒアリング
が実行された。また、鳩ケ谷市
との合併を踏まえ、重要かつ緊
急度の高い事業をローリングに
おいて精査し、平成24年度の予
算要求にあたり、政策目標に寄
与するよう資本投入量の最適
化を図った。経営会議の承認は
11月に予定している。

タイムコストを認識したタイムス
ケジュールを可視化できていな
いため、中期経営計画の検証
について全体最適化までに至ら
なかった。財務計画とのバラン
スを考慮した計画についての検
証を実施し、24年度以降の施設
更新計画の作成の支援も含
め、計画策定のプロセスについ
て前例に捕らわれない新たな視
点で見直し改善を図る。

鳩ケ谷市との合併に伴い、施設
の有効活用を考慮した更新計
画の作成を支援し経営計画に
反映させる。また、7-2-1「水道
事業評価システム運用事業」と
連動し、合併後の事業統合に
伴う新アクアプラン策定のた
め、基礎調査（市民意識調査・
職員アンケート等）を実施し、長
期経営計画の基本資料を作成
する。

平成25年4月の新アクアプラン
の策定に向け、平成24年度に
作成補助・印刷製本業務委託
を実施。
2,000千円

　前年度に作成された更新計
画を基に、更新の必要性、緊急
性、優先順位及びその財源を
検討し、実現可能な更新計画を
作成する。

　実現可能な更新計画が作成
されている状態。

0 鳩ヶ谷市との合併を控え、合併
後に資産内容を検証する必要
があるため、作業を停止してい
る。

合併後に、作業済みの内容に
基づいて、追加資産の整理を行
なう。

合併後の総資産の整理がされ
ていることを目標とする。

　実務に沿ったシステムにする
ため、現在のシステムで不便な
機能、未使用の機能の調査を
行い、調査結果が会計規程に
必要な機能か検証する。
　検証結果に基づいたシステム
の仕様を作成し、２３年度中に
新会計システムを導入する。

　新会計システム導入の完了と
円滑なシステム利用
　新システム導入の２３年度と
稼働の２４年度の切替え時点で
は、両方のシステムを利用する
ことがあるため、担当職員がシ
ステムの利用方法を熟知し、事
務を停滞させない状態。

23,520 事務で頻出するエラーを抽出し
て、エラーによる事務停滞を解
消できる低コストの会計システ
ムの導入を執行した。

システム導入の目標は達成で
きたが、システムとは別に事務
処理が円滑に進むための情報
等マニュアルの整備まで至って
いない。
　　マニュアルは、システムの利
用方法ではなく、伝票の作成の
意味、基準や契約に要する日
程など、年間を通した事務手順
を可視化できる説明書として、
予算決算を含めて事務が適切
に運用されるものを予定してい
る。

事務の迅速化、エラーの防止の
ため、年間スケジュール等が確
認できる情報手段としてのマ
ニュアルを作成する。

http://www.water-kawaguchi.jp/object/c7-1-4H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/c7-1-3H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/c7-1-5H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/c7-1-6H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/R7-1-3H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/R7-1-4H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/R7-1-5H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/R7-1-6H23.pdf


平成２３年度水道事業評価一覧表（中間評価）

現状把握 改善目標政策名称 政策内容 施策名称 事 業 名 主務課 下半期取組

ローリングによる
目標変更

（平成24年度以降の変更も含
む）

事業目的 目標【単年度】 成果指標
予算額
（千円）

事業
進捗
度

執行額
(千円）

7-3
電子化の
推進

7-3-1
庁内ＬＡＮ運用事業

水道総務
課

　利用者からのご意見、業務に関す
る情報、技術的知見などを、コン
ピューターネットワーク上で一元化的
に蓄積・整理し活用する「ナレッジ・
データベース機能」を付加するなど、
現在の庁内ＬＡＮシステムを再構築
し、より高度な情報共有システムに
更新します。

8,687 Ｂ 情報事故０件を継続しつつ、局
内のLANシステムを維持してい
くため、個人の専門的知識の習
得だけでなく、自係全体での最
適性を高めるよう努めることと
併せて、保守業者等と連携し進
めていく。

平成24年度
（合併に伴う員分含む）
庁内ＬＡＮシステム借上料
　　8,711→9,423千円

水道事業評価シート クリック→ 7-3-1　庁内ＬＡＮ運用事業

ローリングシート クリック→ 7-3-1　庁内ＬＡＮ運用事業

7-3-2
電子入札事業

財務課 　入札の透明性の向上とともに、入
札参加者の費用 負担や事務負担の
低減を図るため、電子入札事業を継
続して実施します。

0 Ｂ 平成24年度
（合併に伴う増分含む）
電子入札負担金
454千円→592千円

水道事業評価シート クリック→ 7-3-2　電子入札事業

ローリングシート クリック→ 7-3-2　電子入札事業

7-4
流域自治
体とのネッ
トワークの
構築

7-4-1
利根川・荒川水系水
道事業者連携事業

水道総務
課

流域水道事業者とのネットワークを
構築し、水質の保全、水質事故への
緊急対応、技術水準の向上を進めま
す。

20 Ｂ

水道事業評価シート クリック→ 7-4-1　利根川・荒川水系水道事業者連携事業

ローリングシート クリック→ 7-4-1　利根川・荒川水系水道事業者連携事業

8
組織能力
の向上

市民に信頼
される企業
であり続けら
れるよう、職
員が自由に
発想し対話
できる環境
を整え、深く
考え、挑戦し
学び続ける
組織を創り
ます。

8-1
人材の育
成

8-1-1
職員研修事業

水道総務
課

　水道技術の向上と、内部に保有す
る技術や知識の継承のため、資格
取得を奨励するとともに、外部研修
への参加機会を増加させます。ま
た、技術や知識をさらに深めるため、
資格取得者や高度な技術・知識を保
有する職員を内部講師として育成
し、職員が互いに学びあう環境を創
ります。このような研修の充実によ
り、水道局全体の能力を高め、市民
からの信頼に応える人材を育成して
いきます。

372 Ｃ

水道事業評価シート クリック→ 8-1-1　職員研修事業

ローリングシート クリック→ 8-1-1　職員研修事業

①　新しい研修体系による研修
計画を継続的に実施し、確実な
受講に向けた周知、督励する。

②　研修受講者による内部研
修のやり方のマニュアルする。

③　日常業務や水道事故に関
する検証の際などに、技術や知
識の伝承が併せて行われるよ
うな手法の可視化する。

①　計画に位置付けられた研
修について、確実に受講できた
状態。

②　研修受講者による内部研
修のやり方のマニュアル化を図
れた状態。

③　日常業務や水道事故に関
する検証の際などに、技術や知
識の伝承が併せて行われるよ
うな手法の可視化が図れた状
態。

1,200 ①新規に水道局に配属された
職員を対象に局内各課の業務
を研修。また、安全・安心な水を
提供するべく、資格取得に係る
ものや高度な技術・知識を得る
ため、日本水道協会やその他
が主催する外部研修を受講。(９
月末で45人、研修受講率
34.9％（予算執行ベース））
②内部研修について参加を奨
励している。
③内部研修のやり方のマニュア
ル作りについては、未実施。

未実施の内部研修のやり方の
マニュアルづくりについては、他
の事業の進捗との整合性も図り
つつ、できる限り進めるよう努め
る。

②研修の成果を発揮できるよう
にするため、内部研修のやり方
についてのマニュアルの作成を
研究する。
③習得した技術・知識を伝承
し、日常業務、及び、突発的に
起こる水道事故に対し、連携を
強化する。

①　水質保全を目的とした利根
川・荒川水系水道事業者連絡
協議会に引き続き参加し、関係
機関との情報の共有、市民へ
の必要な情報を提供する。

②　浄水課と局内での連携を密
にし、局内における水質事故の
即応体制の維持し、向上させ
る。

①　流域事業体間での水質事
故に関する情報交換などが素
早く行えている状態。

②　局内の水質事故の即応体
制が常に維持されている状態。

20 ①利根川・荒川水系水道事業
者連絡協議会の監事として会
の運営に参画している。今年度
の第1回幹事会、総会に出席
し、加盟事業体相互の連携を図
り、水質保全等の情報交換を
行った。特に、今年度は、東日
本大震災による東京電力福島
第一原子力発電所の事故によ
る放射性物質の放出への対応
に関し、国の関係機関に対して
検査体制の充実等の要望活動
を行った。(年総会2回、幹事会2
回）
②事業4－1－1「地震対策強化
更新事業」と連動し、水道事故
体制手順の点検を実施した。

　当協議会の主目的である水
質保全に関する関係事業体間
の連携という観点から、組織内
部に向けては浄水課と密な連
携を維持・強化する。
　今年度に関しては、特に、放
射性物質に関する事項につい
ても、情報共有の強化に努め
る。

　加盟事業体間の、水質保全等
に関する情報の共有関係を維
持、強化する。

①引き続き、電子入札に適した
工事案件は、全て電子入札に
より実施いたします。
②電子化を行うことが可能であ
り、かつ効率的であると判断す
る案件における設計図書の貸
し出し、閲覧を、電子化により
実施いたします。
③落札決定後、窓口にて行って
いた契約書交付事務の電子化
について、検討いたします。

①電子入札に適した工事案件
について、すべて電子入札が
実施できている状態。
②設計図書の閲覧において、
電子化を行うことが可能であり
（１案件３MB「A4：100枚程度」
以内かつ県全体で１２GB以
内）、かつ効率的であると判断
する案件については、設計図書
がすべて電子化により送付でき
ている状態。
③前年度まで、窓口にて行って
いた契約書交付事務につい
て、電子化による交付ができる
よう仕組みを作り、実際に運用
する状態。

454 ①電子入札システムの運用及
び活用について習熟するととも
に関係課との協力体制により、
全ての案件について１００％実
施できています。
②設計図書（仕様書）の電子化
についても１００％実施できてい
ます。
③契約書については、関係各
課及び請負業者と実施に向け
調整しています。

①②については、現状の１０
０％実施を最終的に達成できる
よう、今後も確実な入札処理に
細心の注意を払い継続し実施
いたします。
③については、引き続き、運用
を検討いたします。

③については、引き続き、関係
課との協力体制により、運用を
検討いたします。
鳩ケ谷市と事前に協議すること
により、合併後においても、電
子入札業務が滞りなく実施でき
るようにいたします。

①「9-1-1情報セキュリティ事
業」と連携し、ハード面から運用
を通じて「情報事故０件」を達成
する。
②機器故障等が発生しないよ
う、予防保守を行うとともに、機
器故障発生時には迅速に修理
し、業務への支障を最小限に留
める。
③ファイルサーバ内に蓄積され
ている情報の見直しや、ポータ
ルサイトサーバとの連携など、
ハード面のさらなる有効活用を
図る。
④局内のパソコン、プリンタの
賃貸借が平成24年4月に終了
する事から、終了後の方針につ
いて検討の上、確定させる。

①情報事故0件。
②毎月、予防保守が確実に実
施された状態。
③ハード面のさらなる有効活用
について、対策が実行された状
態。
④局内のパソコン、プリンタの
賃貸借後の方針が決定され、
仕様等が確定された状態。

17,506 ①現時点で情報事故0件。
②ファイルサーバ等については
毎月、予防保守が確実に実施
された状態であり、ポータルサ
イト(局内専用サイト）に関して
は年４回の予防保守のうち、１
回実施されている。
③ハード面のさらなる有効活用
について、対策は未実施。
④局内のパソコン、プリンタの
賃貸借の方針に合わせ、仕様
等を精査している。

①情報事故0件を継続する。
②ファイルサーバ等については
毎月、予防保守が確実に実施
された状態であり、ポータルサ
イトに関しても予防保守を順次
実施していく。
③ハード面のさらなる事務処理
の効率化が図れるような有効活
用について、対策を実行する。
④平成２４年度の局内のパソコ
ン、プリンタの賃貸借後の方針
が決定し、全体の最適化を考慮
した仕様等を確定し、契約に向
けて順次準備していく。

http://www.water-kawaguchi.jp/object/c7-3-1H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/c7-3-2H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/c7-4-1H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/c8-1-1H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/R7-3-1H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/R7-3-2H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/R7-4-1H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/R8-1-1H23.pdf


平成２３年度水道事業評価一覧表（中間評価）

現状把握 改善目標政策名称 政策内容 施策名称 事 業 名 主務課 下半期取組

ローリングによる
目標変更

（平成24年度以降の変更も含
む）

事業目的 目標【単年度】 成果指標
予算額
（千円）

事業
進捗
度

執行額
(千円）

8-2
職員交流
の場の設
置

8-2-1
部内研究促進事業

水道総務
課

　水道技術の向上と、内部に保有す
る技術や知識の継承を図るととも
に、会議技法を習得し、コミュニケー
ション能力を向上させるため、職員
の提案による部内研究会の発足を
奨励します。これにより、職員が自由
に発想し対話できる環境を整え、深く
考え、挑戦し学び続ける組織風土を
創ります。

5 Ｂ

水道事業評価シート クリック→ 8-2-1　部内研究促進事業

ローリングシート クリック→ 8-2-1　部内研究促進事業

8-3
適材適所
の人材配
置

8-3-1
職員適正配置事業

水道総務
課

　事務事業の見直し等を行い、人的
資本を有効に機能させるとともに、事
業8-1-1「職員研修事業」、事業8-2-
1「部内研究促進事業」と合わせ、水
道局全体の価値提供水準を向上さ
せます。

0 Ｂ

水道事業評価シート クリック→ 8-3-1　職員適正配置事業

ローリングシート クリック→ 8-3-1　職員適正配置事業

9
社会との
調和

9-1
個人情報
保護の徹
底

9-1-1
情報セキュリティ事
業

水道総務
課

　顧客情報など、機密を要する情報
の漏えいを防止します。

0 Ｂ

水道事業評価シート クリック→ 9-1-1　情報セキュリティ事業

ローリングシート クリック→ 9-1-1　情報セキュリティ事業

9-2
情報共有
の促進

9-2-1
情報共有事業

水道総務
課

　川口市情報公開条例の厳格運用
を継続するとともに、事業6-1-1
「ホームページ拡張事業」と合わせ、
伝えるべき情報を正確に、積極的
に、わかりやすくお伝えします。

876 Ｂ 平成24年度の広報誌発行数を
年2回にする

1,071千円→1,905千円
（合併に伴う増分24000部含む）

水道事業評価シート クリック→ 9-2-1　情報共有事業

ローリングシート クリック→ 9-2-1　情報共有事業

鳩ヶ谷市との合併を踏まえ、各
職員がアクアプランに対する認
識を更に深め、組織が一丸と
なってプランを達成できるよう、
進行管理の仕組みづくりや情報
の共有を積極的に行っていく。
  また、事業8－1－１「職員研修
事業」と連携し、研修成果を踏
まえた職員配置計画の策定に
努める。

①年次報告書を作成し、経営
理念、経営計画、財務（予算・
決算・キャッシュフロー計算
書）、事業データ(業務、施設、
給水）を、ホームページ拡張事
業と相互補完しながら7月に公
表する。
②水道事故等の情報を、ホー
ムページ上へ掲載・町会等へ
の連絡、現地広報車巡回周知
により、迅速かつ正確に提供す
る。
③提供情報に対するお客様の
声をホームページ拡張事業と
連動しながらアンケートサイトか
ら収集し、検証する。
④合併に係る情報も迅速に発
信する。

①年次報告書を作成し、経営
理念、経営計画、財務（予算・
決算・キャッシュフロー計算
書）、事業データ(業務、施設、
給水）を、ホームページ拡張事
業と相互補完しながら7月に公
表できた状態。
②水道事故等の情報を、ホー
ムページ上へ掲載・町会等へ
の連絡、現地広報車巡回周知
により、迅速かつ正確に提供で
きた状態。
③提供情報に対するお客様の
声をホームページ拡張事業と
連動しながらアンケートサイトか
ら収集し、検証した状態。
④合併に係る情報が迅速に発
信された状態。

1,142 ①年次報告書を作成、ホーム
ページや上下水道事業運営審
議会委員に公表。ポケット版も
作成し、局職員へ配布し、事業
統計の情報共有を図っている。
②水道事故及び東日本大震災
への対応について、ホームペー
ジ上にて更新、連合町会長へ
の連絡・防災行政無線情報メー
ルによる配信、市の施設への掲
示、市政掲示板へのポスター掲
示などを実施、情報提供を行っ
た。22年度における迅速性への
反省点から正確・迅速な手段に
主眼を置き実施している。
③ホームページアンケートにて
広報事業のアンケートを実施中
である。また、掲載記事ごとの
アクセス数の分析を行い、必要
な改善点を見出した。
④合併にかかり、お客様視点の
必要情報の整理を行い、合併
後に公表できるよう準備してい
る。

・関連団体からの情報を含め
て、局からの一方的な情報提供
にならないよう外部連携を強
め、提供手段の見直しを行う。
・常時更新できる情報提供手段
がホームページに偏ってしまっ
ているため、活用していない広
報媒体への探求がされていな
い。そのためコスト意識が薄く、
他の媒体における効果などを検
証し、現在の情報共有手段の
検討を行う。

①ホームページのアクセス数な
どの分析から、公表手段や公
表への工程について検討する。
②東日本大震災への対応に係
る職員アンケートを分析し、災
害時や水道事故時における正
確な情報提供の手段を見直
す。
③ホームページアンケートのこ
れまでの結果の分析をさらに深
め、現在情報提供担当側から
の改善となってしまっているた
め、局内全体の対応の改善を
務める。また、イベント実施によ
るアンケートの実施を進める。
④合併後に、鳩ケ谷市のお客
様からも納得・理解いただける
ような情報提供基盤を作る。

社会からの
信頼を永続
的にいただ
けるよう、守
るべき情報
を確実に守
り、伝えるべ
き情報を正
確に、積極
的に、わかり
やすく提供
するととも
に、地域の
一員として
社会貢献活
動に積極的
に取り組み
ます。

川口市個人情報保護条例、川
口市情報セキュリティポリシー
を厳格に適用し、個人情報の適
切な管理を行い、情報への不
正アクセス、個人情報の紛失、
破壊、改ざん及び漏えいなどが
発生しない状態を維持する。
（個人情報事故0件）

①職員等が個人情報を適確に
管理するため、情報セキュリ
ティの向上を目的とした研修会
等が実施された状態。
②ウイルス対策を図るため、定
期的な確認等を通じ、情報資産
の適切な管理が維持された状
態。
③最新のセキュリティ情報を入
手し、新たな脅威に備えた状
態。

0 ①職員等が個人情報を適確に
管理するため、情報セキュリ
ティの向上を目的とした研修会
等は未実施。
②ウイルス対策を図るため、定
期的な確認等を通じ、情報資産
の適切に管理している。９月に
情報セキュリティに関する注意
喚起の通知を行った。
③最新のセキュリティ情報を入
手し、新たな脅威に備えてい
る。

情報資産の適切な管理をする
ため、個々の専門性を高めるだ
けでなく、自係全体の能力開発
を行うとともに、関係企業や市
長部局との連携をはかり、知見
の集積を行い、職員の更なる情
報セキュリティの向上を目指
す。

①職員の情報セキュリティの意
識向上を目指し、研修会の実施
または外部研修への参加を奨
励する。
②引き続き定期的な管理の徹
底及び文書による注意喚起を
行う。
③市情報政策課との連携によ
り、最新のウィルス対策情報の
収集を行う

①水道局が抱える課題の解決
を行う「部内研究プロジェクト
チーム」を編成し、顧客視点に
立った部内横断研究を促進す
る。
②プロジェクトチームに限らな
い、部内横断組織の設置及び
活動を支援し、企業ビジョンの
達成に協働する自由闊達な組
織風土を醸成する。

①「部内研究プロジェクトチー
ム」を４チーム以上編成された
状態。
②プロジェクトチームに限らな
い部内横断組織の設置及び活
動の支援を行っている状態。

234 ①「部内研究プロジェクトチー
ム」を４チームを編成し、現在各
チームで研究中である。新たに
災害対策プロジェクトチームを9
月より立ち上げた。また、調査
研究に必要な視察の奨励を
行った。
②給水部班長会議など局内に
議論の必要な案件など生じた
際に部内横断的な会議が主体
的に開催されている。

水道事業全体の問題を部門横
断的に研究・調査することによ
り、業務担当部署のみに最適
化された事業運営に陥ることの
ないように体制を整えている
が、一部、従来の業務工程手段
をとっているため、部門横断に
よる多角的な視点を導き、非専
門分野においても建設的な議
論が行えるよう工程・プロセスを
検討する。

①調査研究のためにチームご
とに、先進地への視察及び講演
会参加の奨励を行い、チームの
研究を促進する。
②業務担当部署のみによる方
針の偏重などを防ぐよう、部門
横断的な会議の設置を奨励す
る。
③次年度へ事業として反映させ
るため２月までに報告会を実施
する。

①人的資本を有効に機能させ
る局内体制、特に、川口市地域
水道ビジョン～アクアプラン川
口２１～の第２期中期経営計画
に掲げる計画を達成できる組織
体制をつくる。

②鳩ヶ谷市との合併に際して、
円滑な事業の統合を実施する
ための組織をつくる。

①人材育成事業や部門横断事
業での取り組みを活用し、川口
市地域水道ビジョン～アクアプ
ラン川口２１～の第２期中期経
営計画に掲げる計画を達成で
きる組織体制の方針が運用さ
れた状態。

②鳩ヶ谷市との合併に伴う事業
の統合が円滑に行われる組織
体制が作れている状態。

0 ①人材育成事業や部門横断事
業での取り組みを活用し、川口
市地域水道ビジョン～アクアプ
ラン川口２１～の第２期中期経
営計画に掲げる計画を達成で
きる組織体制づくりに向け、平
成24年度の職員配置及び組織
改正要望において、所管業務
の見直しとこれに係る定数の見
直しを行った。

②鳩ケ谷市との合併に伴う事
業の統合が円滑に行われる組
織体制づくりに向けた検討を
行った。

　目的達成に必要な手段・方法
を、可視化し共有するよう努め、
全体期間を細分化したタイムス
ケジュールを作成する。

http://www.water-kawaguchi.jp/object/c8-1-1H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/c8-3-1H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/c9-1-1H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/c9-2-1H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/R8-2-1H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/R8-3-1H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/R9-1-1H23.pdf
http://www.water-kawaguchi.jp/object/R9-2-1H23.pdf


平成２３年度水道事業評価一覧表（中間評価）

現状把握 改善目標政策名称 政策内容 施策名称 事 業 名 主務課 下半期取組

ローリングによる
目標変更

（平成24年度以降の変更も含
む）

事業目的 目標【単年度】 成果指標
予算額
（千円）

事業
進捗
度

執行額
(千円）

9-3-1
健全な水循環に係る
市民活動支援事業

水道総務
課

　水に関わる市民の活動を支援する
とともに、さまざまな活動を紹介し市
民の参加を支援することによって、
市民の水に対する理解を育み、健全
な水循環と市域にとどまらない社会
貢献に寄与します。

100 Ｂ 平成24年度からの市民支援制
度については中止とする。

水道事業評価シート クリック→ 9-3-1　健全な水循環に係る市民活動支援事業

ローリングシート クリック→ 9-3-1　健全な水循環に係る市民活動支援事業

9-3-2
水道学習環境整備
事業

水道総務
課

　浄配水場施設や水道庁舎を活用し
た、水道を学習する環境を整えま
す。

89 Ｂ

水道事業評価シート クリック→ 9-3-2　水道学習環境整備事業

ローリングシート クリック→ 9-3-2　水道学習環境整備事業

9-4-1
水道技術国際交流
事業

水道総務
課

　世界の水道事情等に対応できる人
材と技術を確保・育成し、独立行政
法人国際協力機構（JICA）などを通
じた国際交流に貢献します。

0 Ｂ

水道事業評価シート クリック→ 9-4-1　水道技術国際交流事業

ローリングシート クリック→ 9-4-1　水道技術国際交流事業

9-4
水道技術
による国
際貢献

①国際的な水事情に関する情
報発信イベントを継続する。

②厚生労働省やJICAなどから
の受け入れの要請に対応でき
る準備体制の整備を進める。

①国際的な水事情に関する情
報発信イベントを実施した状
態。

②厚生労働省やJICAなどから
の受け入れの要請に対応でき
る準備体制の整備が進んだ状
態。

6 ①国際的な水事情に関する情
報発信イベントを継続した。

②今年度設置したプロジェクト
チームと連携し、厚生労働省や
JICAなどからの海外研修生受
け入れの要請に対応できる準
備体制の整備を進めた。

内部連携及び外部連携を構築
する。
また、厚生労働省やJICA（外部
連携）から研修生の受け入れ等
の要請がある場合に、情報が
入りやすい関係を作る。

・　プロジェクトチームと連携しな
がら、本市事業体として実施が
可能な国際貢献の項目・手法を
具体的に検討します。
　JICAから研修生の受け入れ
の要請がある場合には、受け
入れに向けた検討をする。
・　さいたま市が行っているラオ
スからの研修生の受入れ事業
に参画し、研修生を受け入れる
こととした。

9-3
社会との
パートナー
シップ

①日本水フォーラム等関係団
体との交流を維持・伸長しつ
つ、単なる情報提供基盤から、
様々な水に係る市民活動の事
例紹介を実施する。
②「水道学習環境整備事業」と
連動し、「世界の水事情」に対
する市民の理解を深める広報
活動を実施する
③支援制度の創設について
は、市長部局の「市民活動助成
事業」との連携など、既存の制
度との協調について検討を進
める。

①日本水フォーラム等関係団
体との交流を維持・伸長しつ
つ、単なる情報提供基盤から、
様々な水に係る市民活動の事
例紹介が実施された状態。
②「水道学習環境整備事業」と
連動し、「世界の水事情」に対
する市民の理解を深める広報
活動が実施された状態。
③支援制度の創設について
は、市長部局の「市民活動助成
事業」との連携など、既存の制
度との協調について検討された
状態。

100 ①日本水フォーラムから送信さ
れる水ニュースを情報発信の機
会として活用し、局職員の輪番
制により局ホームページに公
開。（毎週掲載・9月末で20回）
輪番制にしたことで職員自ら
「水ニュース」に触れることが可
能となった。
②ホームページ「こども水道局」
のページを更新。「世界の水事
情」について一新した。
③支援制度の創設について
は、実施せず。

・市民向けの展開する手法の見
直しによる効果はあるが、職員
向けの周知方法・掲載プロセス
について検証する
・多面的な情報提供を実施でき
るよう係内での手法・工程の見
直しを行う。
・期間の設定、手段の検証など
係内の意識・各プロセスに問題
があるので、主にその点に注視
し、改善する。

①については、局職員の周知
は輪番制を継続することによっ
て進行するものの、アクセス数
22年度月平均211件であるた
め、アクセス数拡大のため、事
例紹介の掲載ページを新設す
る。
②については、NPOなど他団体
の事業からの情報収集を行う。
市イベントに参加し、効果的なＰ
Ｒ方法を見直し、広報活動を行
う。
③同様事業の参考事例等の情
報収集を実施する。

①　22年度の実施結果を踏ま
え、パイロット事業（水道学習見
学会）を実施する。
②　出前講座の事業化につい
て検討する。

①　22年度の実施結果を踏ま
え、パイロット事業（水道学習見
学会）を実施できた状態。
②　出前講座の事業化の可否
等について検討できた状態。

736 ①　小学3年生向けの施設見学
の受け入れ　　　（　7校　　593
人）を実施。
7月に水道学習見学会（大久保
浄水場、下久保ダム）を実施
し、今年の参加者全員に感想と
今後の学習会への要望をアン
ケート調査した。
②出前講座については、教育
委員会との連携の在り方につ
いて、係内で話し合った。

目的達成のための手段や方法
の可視化と、より優れた方法を
研究する。

①　合併を踏まえ、アクアホー
ルの展示物の給水区域の地図
や施設の追加などの更新を行
う。

②　昨年の試行結果を踏まえ、
教育委員会と情報交換を行い、
出前講座の実現の可否の検討
を行う。
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